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蔡
大
鼎
の
漢
詩
文
と
琉
球
の
遊
里

�

高
津
　
孝
　

　

蔡
大
鼎
（
さ
い　

た
い
て
い
）
は
、
一
八
二
三
年
（
道
光
三
年
、
尚
灝

二
〇
年
）
生
ま
れ
で
、
字
（
あ
ざ
な
）
は
汝
霖
、
久
米
村
の
人
で
あ
る
。

後
に
父
の
跡
を
継
い
で
伊
計
親
雲
上
（
与
那
城
間
切
に
属
す
る
伊
計
村
の

脇
地
頭
）
と
な
る
。
中
国
へ
五
回
渡
り
、
最
後
は
北
京
で
客
死
し
た
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
没
年
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
一
八
八
四
年
（
光
緒

一
〇
年
、
明
治
十
七
年
）
以
降
と
さ
れ
る
。
琉
球
王
国
末
期
か
ら
、
琉
球

処
分
（
一
八
七
二
年
琉
球
藩
、
一
八
七
九
年
沖
縄
県
）
を
経
る
激
動
の
時

代
を
生
き
た
文
化
人
で
あ
る
。

　

琉
球
漢
詩
人
と
し
て
の
蔡
大
鼎
は
、
琉
球
王
国
時
代
の
漢
詩
人
中
、
最

も
多
く
の
詩
集
が
確
認
さ
れ
た
詩
人
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
知
ら
れ
て
い

た
詩
集
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
（
旧
東
恩
納
寛
惇
文
庫
）
所
蔵
の
以
下
の

四
点
で
あ
っ
た
。

閩
山
遊
草
一
巻
附
続
閩
山
遊
草
一
巻　

同
治
十
二
年
（
一
八
七
三
）
刊
本

北
燕
遊
草
一
巻　

同
治
十
二
年
（
一
八
七
三
）
刊
本

北
上
雑
記
六
巻　

光
緒
一
〇
年（
一
八
八
四
）刊
本　

巻
一
、二
の
み
残
存

こ
れ
ら
四
点
は
、
い
ず
れ
も
中
国
で
の
詩
歌
、
文
章
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
最
近
に
な
っ
て
、
以
下
の
五
点
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は

琉
球
で
詠
ま
れ
た
詩
歌
、
文
章
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

漏
刻
樓
集
一
巻
附
伊
計
村
遊
草
一
巻　

咸
豐
十
一
年
（
一
八
六
一
）
序
刊

本
（
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
）　

自
序
は
道
光
二
十
八
年
（
一
八
四
八
）

欽
思
堂
詩
文
集
三
巻　

咸
豐
十
一
年
（
一
八
六
一
）
序
刊
本
（
慶
應
義
塾

図
書
館
所
蔵
）　

自
序
は
咸
豐
元
年
（
一
八
五
一
）

續
欽
思
堂
集
一
巻
附
聖
覧
詩
文
稿
一
巻　

光
緒
三
年
（
一
八
七
七
）
刊
本

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、
写
本
：
関
西
大
学
図
書
館
）　

続
欽
思
堂

集
：
自
序
は
同
治
五
年
（
一
八
六
六
）。
聖
覧
詩
文
稿
：
自
序
は
同
治
四

年
（
一
八
六
五
）

　

本
論
考
は
、
蔡
大
鼎
の
『
欽
思
堂
詩
文
集
』
三
巻
に
収
め
ら
れ
た
琉
球

国
内
で
詠
ま
れ
た
妓
女
、
遊
里
に
関
連
す
る
詩
文
六
十
二
編
を
対
象
と
す

る
。『
續
欽
思
堂
集
』
一
巻
、『
聖
覧
詩
文
稿
』
一
巻
に
は
、
妓
女
、
遊
里

に
関
連
す
る
詩
文
は
見
当
た
ら
な
い
。

琉
球
の
遊
里

　

琉
球
王
国
に
は
、
遊
郭
が
三
つ
あ
っ
た
１
。
辻
（
つ
じ
）、
仲
島
（
な

か
し
ま
）、
渡
地
（
わ
た
ん
じ
）
の
三
つ
で
あ
る
。
辻
は
那
覇
西
部
に
位

置
し
久
米
村
に
接
す
る
。
辻
村
全
体
が
遊
郭
と
い
う
特
殊
な
村
で
あ
っ

た
。
仲
島
は
那
覇
の
南
東
部
に
位
置
し
泉
崎
村
に
属
す
る
。
元
は
中
洲
で
、

泉
崎
村
と
陸
橋
で
繋
が
っ
て
い
た
。
渡
地
は
、
那
覇
の
南
東
部
に
位
置
し

た
小
島
で
、
南
と
東
、
西
は
那
覇
港
に
面
す
る
。
東
村
に
属
し
、
東
村
と

は
思
案
橋
で
繋
が
っ
て
い
た
。
那
覇
は
港
町
で
古
く
か
ら
妓
女
は
存
在
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
康
煕
十
一
年
（
一
六
七
二
年
）
に
妓
女
を
集

１　

以
下
の
記
述
は
、『
沖
縄
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
る
。
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め
て
王
府
の
管
理
下
に
置
き
、
辻
と
仲
島
の
遊
郭
が
成
立
し
た
。
渡
地
成

立
の
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
に
は
沖

縄
県
の
条
例
で
仲
島
、
渡
地
の
遊
郭
は
廃
止
さ
れ
て
辻
の
遊
郭
に
統
合
さ

れ
、
辻
の
遊
郭
も
第
二
次
世
界
大
戦
で
消
滅
し
た
。

　
『
欽
思
堂
詩
文
集
』
三
巻
に
は
、
蔡
大
鼎
の
三
九
歳
以
前
の
詩
文
を
収

め
る
が
、
辻
の
遊
郭
は
、
昂
氏
の
別
荘
の
位
置
を
示
す
た
め
の
地
名
と
し

て
一
箇
所
出
て
く
る
の
み
で
あ
る
２
。
一
方
、
仲
島
、
渡
地
は
、
那
覇
八

景
の
一
つ
と
し
て
「
仲
島
晩
雨
」「
渡
地
絃
歌
」
と
歌
わ
れ
、「
述
土
歌
」

十
四
首
中
に
も
「
仲
島
曲
」「
渡
地
曲
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
辻
は
な
い
。

辻
の
遊
郭
は
蔡
大
鼎
の
家
の
あ
る
久
米
村
に
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行

か
な
か
っ
た
わ
け
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
蔡
大
鼎
の
詩
文
に
は
明
示

的
に
は
出
て
こ
な
い
。

　

蔡
大
鼎
の
遊
里
詩
文
に
は
、
実
に
様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
詩
歌

が
含
ま
れ
る
。
作
者
が
遊
里
に
呼
ん
で
ほ
し
い
と
要
求
す
る
詩
歌
、
ま
た
、

呼
ん
で
い
た
だ
い
た
お
礼
の
詩
歌
、
作
者
が
友
人
を
妓
楼
に
呼
び
出
す
手

紙
、
作
者
か
ら
妓
女
へ
の
詩
歌
、
妓
女
か
ら
客
人
へ
の
詩
歌
、
妓
女
に
夫

を
取
ら
れ
た
妻
か
ら
夫
へ
の
詩
歌
な
ど
が
あ
る
。
形
式
も
連
作
詩
（
述
土

歌
は
十
四
首
連
作
）、
言
葉
遊
び
を
含
む
詩
歌
、
遊
戯
的
詩
歌
が
あ
り
、

さ
ら
に
次
韻
の
詩
歌
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
遊
里
、
妓
女
を
題
材
に

し
た
漢
詩
の
創
作
仲
間
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
遊
里
は
、
江
戸
文
学
に

お
い
て
文
化
的
創
造
の
場
で
も
あ
っ
た
が
、
琉
球
に
お
い
て
も
遊
里
は
一

定
レ
ベ
ル
の
文
学
の
場
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
謝
久
米
村
筆
者
招
飮
章
臺
」「
謝
林
公
招
飮
章
臺
」「
謝
鄭

慶
雲
招
飮
章
臺
」
は
全
て
「
章
臺
」（
妓
院
の
集
ま
る
場
所
）
に
招
か
れ

た
お
礼
の
詩
歌
で
あ
り
、
若
く
貧
乏
な
蔡
大
鼎
は
酒
宴
に
招
い
て
も
ら

い
、
そ
の
お
礼
に
詩
歌
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
蔡
大
鼎
は
久
米

村
士
族
の
中
で
も
決
し
て
家
計
の
豊
か
な
方
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
３
。
こ
う
し
た
漢
詩
の
応
酬
は
、
現
在
で
は
蔡
大
鼎
の
作
品

し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
琉
球
の
漢
詩
人
た
ち
の
間
で
は

ご
く
普
通
の
儀
礼
的
応
酬
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

妓
女
の
固
有
名
と
遊
戯
的
詩
歌

　

妓
女
の
固
有
名
が
示
さ
れ
る
詩
歌
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

　

伊
保
真
加
、
是
妓
名
、
將
其
四
字
、
毎
句
上
、
分
用
之
、
俗
稱
冠
首
、

三
首
皆
類
此
（「
伊
保
真
加
（
い
ほ
ま
か
）」
は
妓
女
の
名
前
で
あ
る
。
そ

の
四
文
字
を
各
句
の
頭
に
用
い
た
。
こ
れ
は
俗
に
「
冠
首
」
と
い
う
。
三

首
と
も
に
こ
の
技
法
を
用
い
て
い
る
）

　
　

其
一

伊
人
窈
窕
意
纏
綿
、
伊
人
の
窈
窕
に
し
て
意
は
纏
綿
た
り
、

保
護
郎
公
粉
黛
妍
。
郎
公
を
保
護
し
粉
黛
妍
な
り
。

真
有
傾
城
嬌
媚
態
、
真
に
傾
城
嬌
媚
の
態
有
り
、

加
情
鍾
愛
貼
花
鈿
。
情
を
加
へ
鍾
愛
し
花
鈿
を
貼
る
。

　
　

其
三

海
棠
麗
色
看
難
厭
、
海
棠
の
麗
色　

看
れ
ど
も
厭
き
難
し
、

戀
紫
貪
紅
意
自
牽
。
紫
を
戀
い
紅
を
貪
り
意
自
ら
牽
く
。

２　
「
題
昂
氏
別
業
有
引
併
詩
」
の
引
に
「
波
上
之
南
、
辻
山
之
北
に
數
十
畝
の
園

囿
有
り
」（『
欽
思
堂
詩
文
集
』
巻
二
・
二
葉
裏
）。

３　
『
伊
計
村
遊
草　

訳
注
解
説
』（
う
る
ま
市
教
育
委
員
会
，
２
０
１
４
年
３
月
）

参
照
。
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一
様
温
柔
誰
是
最
、
一
様
の
温
柔　

誰
か
是
れ
最
な
る
、

加
那
撫
媚
獨
爭
妍
。
加
那
は
撫
媚
に
し
て
獨
り
妍
を
爭
ふ
。

　

加
那
妓
名
。　
　
　
　

加
那
は
妓
名
な
り
。

　

こ
の
詩
で
は
、
第
一
首
に
「
伊
保
真
加
」
と
言
う
妓
女
の
名
が
、
第
三

首
に
「
加
那
」
と
言
う
妓
女
の
名
が
読
み
込
ま
れ
て
い
る
。
特
に
一
首
目

は
、「
伊
保
真
加
」
を
分
解
し
て
各
句
の
頭
に
置
く
と
い
う
技
法
が
用
い

ら
れ
て
お
り
、
遊
戯
性
の
強
い
詩
と
な
っ
て
い
る
。「
伊
保
真
加
」
は
、

小
野
ま
さ
子
氏
よ
り
の
教
示
で
は
、「
伊
保
」
と
言
う
遊
女
屋
の
「
真
加
」

と
言
う
名
の
妓
女
の
可
能
性
が
あ
る
４
。
現
実
に
琉
球
時
代
の
妓
女
の
固

有
名
が
分
か
る
こ
と
は
稀
で
、
こ
の
詩
は
、
貴
重
な
例
で
あ
る
。

女
性
の
月
経
を
詠
む
詩

　
「
偶
因
史
女
有
經
水
口
號
絶
句
四
首
」（
偶
然
、
史
女
ど
の
に
「
經
水
口

號
絶
句
」
の
作
が
あ
っ
た
こ
と
に
因
ん
で
の
作　

四
首
）
は
、
女
性
の
月

経
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
で
、
題
材
的
に
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
詩

題
に
「
史
女
の
經
水
口
號
絶
句
有
る
に
因
る
」
と
言
い
、「
史
女
」
な
る

人
物
が
作
っ
た
「
經
水
口
號
絶
句
」
に
次
韻
し
た
も
の
と
な
る
。「
史
女
」

は
用
例
が
あ
ま
り
な
く
不
明
で
あ
る
が
、
妓
女
の
中
で
教
養
あ
る
も
の
を

指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
５
。「
經
水
」
や
其
二
に
出
て
く
る
「
癸
水
」

は
女
性
の
月
経
を
指
す
。「
口
號
」
は
、
一
般
的
に
即
興
の
詩
を
指
し
、

絶
句
は
漢
詩
の
詩
型
で
あ
る
が
、「
口
號
絶
句
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す

か
は
不
明
。
即
興
の
漢
詩
で
は
な
く
、
琉
歌
を
さ
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

遊
里
で
の
客
と
妓
女
と
の
駆
け
引
き
を
歌
っ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。
一
首
目
は
、
せ
っ
か
く
金
を
か
き
集
め
て
遊
里
へ
や
っ
て
き
た
の
に
、

月
経
を
理
由
に
断
ら
れ
る
こ
と
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
歌
う
。
二
首
目
も
、
遊

里
で
妓
女
に
対
し
て
酒
が
進
み
、
そ
の
気
に
な
っ
た
の
に
月
の
も
の
に
邪

魔
を
さ
れ
る
こ
と
を
歌
う
。
三
首
目
は
、
客
の
方
か
ら
、
ま
さ
か
こ
こ
ま

で
来
て
夕
刻
に
な
っ
た
ら
月
の
も
の
を
理
由
に
断
る
こ
と
は
な
い
よ
ね
と

念
を
押
す
客
の
描
写
、
四
首
目
は
、
い
い
感
じ
に
な
っ
て
も
肝
心
の
時
に

断
ら
れ
る
の
で
は
、
夢
の
中
で
遊
ん
だ
ほ
う
が
ま
し
で
あ
る
と
の
客
の
述

懐
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。

妓
女
か
ら
那
覇
を
離
れ
た
客
人
へ
の
詩

　
　

小
妾
寄
呈
鄭
相
公
三
首
（
妓
女
の
わ
た
く
し
が
、
鄭
の
旦
那
さ
ま
に

お
手
紙
を
差
し
上
げ
る　

三
首
）
其
一

小
妾
寄
呈
鄭
相
公
、
小
妾
は
鄭
相
公
に
寄
呈
し
、

多
情
散
入
五
雲
東
。
多
情
は
散
じ
て
五
雲
の
東
に
入
る
。

４　
『
歓
楽
郷　

辻
情
話
史
集
』（
沖
縄
郷
土
文
化
研
究
会
、
一
九
六
〇
年
二
版
）

に
は
、
辻
の
遊
郭
の
懐
か
し
い
屋
号
と
し
て
「
伊
保
」
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

５　
『
欽
思
堂
詩
文
集
』
に
「
史
女
」
は
３
回
出
て
く
る
。
本
詩
の
他
、
邂
逅
曲

に
「
經
過
臨
邛
欲
曉
天
、
偶
逢
史
女
月
中
仙
。
不
嫌
四
境
雞
聲
達
、
却
恐
雲
霞
起

日
邊
」（
巻
二
・
四
十
三
葉
裏
）
と
警
年
少
文
「
暮
則
酔
史
女
、
而
宿
烟
花
」（
巻
二
・

五
十
七
葉
裏
）
に
用
例
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
女
史
」
と
い
う
言
葉
も
、
同
様

の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
寄
送
閩
省
女
史
嫦
娥
啓
代

作
」（
巻
一
・
十
葉
表
）
は
、
福
州
で
知
り
合
っ
た
馴
染
み
の
妓
女
に
出
す
手
紙
の

代
作
で
、
文
中
「
緬
想
女
史
、
管
弦
樓
上
、
繞
繞
春
風
。
羅
綺
叢
中
、
徘
徊
夜
月
」

は
明
ら
か
に
妓
女
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、「
和
周
兆
麟
贈
女
史
韻
」（
巻
二
・

四
十
八
葉
裏
）
も
「
青
樓
第
一
掃
蛾
眉
、
美
目
清
揚
粉
不
施
」
と
あ
る
の
で
、
妓

女
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
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時
郎
公
爲
師
在
首
里
。
時
に
郎
公
は
師
と
爲
り
て
首
里
に
在
り
。

屋
梁
落
月
看
顔
色
、
屋
梁
の
落
月
に
顔
色
を
看
れ
ば
、

衣
帶
寛
舒
錦
水
中
。
衣
帶
は
寛
舒
な
り
錦
水
の
中
。

　

出
世
し
て
那
覇
を
離
れ
首
里
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
鄭
と
い
う
人
物
へ
向

け
た
詩
で
、
各
詩
の
冒
頭
に
同
一
の
句
を
置
く
形
式
は
、
民
謡
調
で
あ
る
。

正
妻
の
立
場

　

妓
女
側
に
立
っ
た
詩
で
は
な
く
、
正
妻
側
に
立
っ
た
詩
も
あ
る
。「
閨

門
怨
」（
閨
門
の
怨
み
）
が
そ
う
で
あ
る
。

與
君
結
髪
歴
多
年
、
君
と
與と
も

に
結
髪
し
て
多
年
を
歴
る
に
、

莫
奈
君
心
逐
物
遷
。
奈い
か
ん
と
も
す
る
莫
し　

君
が
心
の
物
を
逐
ひ
て
遷
る

を
。

把
鏡
試
看
顔
未
改
、
鏡
を
把と

り
て
試
み
に
看
れ
ば　

顔
は
未
だ
改
ま
ら

ず
、

緑
衣
黄
裏
自
憂
煎
。
緑
衣
黄
裏　

自
ら
憂
煎
た
り
。

　

閨
門
は
、
寝
室
の
入
り
口
の
門
で
女
性
の
部
屋
を
指
す
。
緑
衣
黄
裏
は
、

『
詩
経
』
邶
風
・
緑
衣
「
緑
兮
衣
兮
，
緑
衣
黃
裏
」（
緑
の
衣こ
ろ
もよ
。
緑
の
衣

に
黄
色
の
裏う
ら
じ）

に
基
づ
く
。
黃
色
が
正
色
で
緑
は
間
色
で
あ
る
。
間
色
で

あ
る
緑
を
衣
の
表
地
に
、
正
色
で
あ
る
黃
色
を
裏
地
と
す
る
こ
と
は
、
身

分
秩
序
の
転
倒
に
な
る
の
で
あ
る
。
妓
女
に
う
つ
つ
を
抜
か
す
主
人
に
対

し
て
、
正
妻
が
儒
教
倫
理
を
盾
に
苦
衷
を
吐
露
す
る
詩
で
あ
る
。

福
州
社
会
と
の
接
点

　

蔡
大
鼎
『
欽
思
堂
詩
文
集
』
巻
二
に
は
、「
懐
六
兄
維
祥
曲
蹄
婆
二
首
」

（
い
と
こ
の
蔡
維
祥
（
六
兄
）
ど
の
の
妓
女
を
懐
か
し
む
二
首
）
と
い
う

詩
が
あ
る
。
内
容
は
、
蔡
維
祥
の
抱
え
て
い
た
妓
女
を
讃
え
、
懐
か
し
む

も
の
で
あ
る
が
、「
曲
蹄
婆
」
と
い
う
言
葉
で
妓
女
を
指
す
点
が
他
の
詩

歌
と
異
な
る
。

　

こ
こ
に
出
て
く
る
「
曲
蹄
婆
」
と
言
う
言
葉
は
、
も
と
も
と
、
中
国
華

南
の
沿
岸
部
、
河
川
部
で
生
活
す
る
水
上
生
活
者
「
蛋
民
（
タ
ン
ミ
ン
）」

の
福
建
で
の
別
称
、
賤
称
で
あ
る
「
曲
蹄
」
に
基
づ
く
。「
婆
」
は
口
語
で
、

年
配
の
女
性
、
何
ら
か
の
職
業
に
つ
い
て
い
る
女
性
を
指
す
。『
福
州
方

言
詞
典
』（
江
蘇
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
れ
ば
、「
曲
蹄
婆
」

は
「
１
．
蛋
民
の
船
妓
。
２
．
蛋
民
の
婦
女
の
蔑
称
」
の
二
義
が
あ
り
、

こ
こ
で
は
１
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
福
州
の
妓
女

文
化
に
接
し
て
い
た
琉
球
士
族
の
間
で
よ
く
知
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
琉
球
官
話
『
官
話
問
答
便
語
』（『
琉
球
王
国
漢
文
文
献
集
成
』
第

三
十
四
冊
・
六
八

－

六
九
頁
）
に
は
、
端
午
の
節
句
の
ハ
ー
リ
ー
船
見
物

の
シ
ー
ン
に
「
無
錢
的
只
站
在
岸
辺
或
在
那
橋
上
去
看
。
還
有
漁
婦
、
我

們
土
語
叫
做
曲
蹄
婆
、
頭
髮
梳
得
光
光
的
、
簪
花
首
飾
帶
起
、
臉
上
把
粉

擦
得
白
白
、
耳
辺
掛
耳
墜
、
双
手
帶
着
手
鐲
戒
指
、
身
穿
兩
件
好
的
新
鮮

的
衣
服
、
拿
着
竹
篙
、
站
在
船
頭
、
攤
來
攤
去
、
都
在
那
江
心
撫
掄
、
真

真
鬧
熱
」（
お
金
の
無
い
も
の
は
、
た
だ
岸
辺
あ
る
い
は
橋
の
上
に
立
っ

て
眺
め
る
。
ま
た
、
我
々
が
土
地
の
言
葉
で
「
曲
蹄
婆
」
と
呼
ぶ
漁
師
の

婦
人
が
、
頭
髪
を
綺
麗
に
結
い
あ
げ
、
簪
や
首
飾
り
を
つ
け
、
顔
に
は
白

粉
を
白
く
塗
り
つ
け
、
耳
に
は
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
し
、
両
手
に
は
腕
輪
と
指

輪
を
は
め
、
質
の
良
い
は
や
り
の
衣
装
を
重
ね
て
身
に
つ
け
、
竹
棹
を
手
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に
船
端
に
立
ち
船
を
並
べ
て
は
み
な
河
の
中
心
で
操
っ
て
い
る
の
は
、
本

当
に
賑
や
か
だ
）
と
あ
る
６
。

　

淸
・
郭
柏
蒼
輯
『
竹
閒
十
日
話
』
巻
五
に
は
、「
金
鏡
、
字
は
肅
明
、

生
員
と
な
る
も
，
は
な
は
だ
貧
乏
で
，
漁
業
を
生
業
と
す
る
人
々
の
一
族

と
通
婚
し
た
。
福
州
で
「
賣
漁
嫂
」（
漁
師
の
妻
）
と
は
「
曲
蹄
婆
」
の

こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
船
の
中
で
成
長
す
る
の
で
、
両
足
が
曲
が
り
、
そ

う
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
金
鏡
が
死
亡
す
る
と
、
卑
し
い
身
分
と
な
り
、

子
孫
は
科
挙
の
試
験
を
受
験
で
き
な
く
な
り
、
船
か
ら
陸
に
上
が
る
こ
と

も
禁
じ
ら
れ
た
。
半
片
髻
と
言
う
髪
型
で
、
農
婦
の
妻
と
区
別
し
た
。
結

い
上
げ
た
髷
に
中
簪
を
挿
し
た
も
の
が
い
れ
ば
、
農
家
の
妻
は
む
や
み
に

殴
っ
た
。
最
近
三
十
年
ほ
ど
で
や
っ
と
混
じ
り
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
中

洲
、
田
ん
ぼ
、
湾
内
で
「
曲
蹄
婆
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
，
妓
女
が
漁

師
の
妻
の
名
を
借
り
た
も
の
で
、
故
に
訴
訟
に
な
る
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た

ズ
ボ
ン
を
履
い
て
、
漁
師
の
妻
と
称
す
る
の
で
あ
る
。」
７
と
言
う
。
こ

こ
で
は
狭
い
船
中
で
育
ち
、
足
が
曲
が
っ
て
い
る
の
で
「
曲
蹄
」
と
言
う

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
般
の
農
婦
と
は
異
な
る
髪
型
「
半
片
髻
」
を
し

て
い
る
こ
と
、「
中
簪
」（
不
明
）
を
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
ら
し

く
、
中
簪
を
挿
し
て
い
る
と
農
婦
か
ら
殴
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
最

近
三
十
年
ば
か
り
は
区
別
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
金
鏡

は
順
治
九
年
壬
辰
（
一
六
五
二
）
の
科
挙
に
合
格
し
進
士
と
な
っ
た
人
物

で
あ
る
が
、
蛋
民
の
女
性
と
通
婚
し
た
た
め
、
身
分
を
落
と
さ
れ
、
子
孫

は
科
挙
が
受
験
で
き
ず
、
陸
に
も
上
が
れ
な
か
っ
た
こ
と
、「
曲
蹄
婆
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
実
際
に
は
妓
女
で
、
裁
判
沙
汰
に
な
る
と
、
服

装
を
変
え
て
、
漁
師
の
妻
と
言
っ
て
い
る
、
と
言
う
。

　
「
蛋
民
」
は
被
差
別
民
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
ら
へ
の
蔑
称
が
、
同
様
に

差
別
視
さ
れ
て
い
た
妓
女
た
ち
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
は
、

次
の
資
料
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
侯
官
縣
鄉
土
志
』
で
は
、「
疍
民
は

蛇
の
子
孫
で
あ
る
（
陸
次
雲
《
峒
溪
纖
志
》
巻
上
・
蛋
人
に
見
え
る
）。

色
目
人
（
西
域
出
身
の
人
）
で
あ
る
と
言
う
人
も
い
る
が
、
お
そ
ら
く
牽

強
付
会
の
説
で
あ
る
。
彼
ら
は
船
を
住
ま
い
と
し
、
漁
業
を
職
業
と
し
、

水
上
で
生
活
を
し
て
、
潮
の
満
ち
引
き
に
し
た
が
っ
て
行
き
来
し
、
川
岸

や
海
岸
に
、
随
所
に
住
み
着
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
は
港
ご
と
に
分
か

れ
、
お
互
い
に
領
域
を
侵
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
陸
上
に
家
を

構
え
る
も
の
が
い
て
も
、
概
ね
彼
ら
も
商
業
に
従
事
せ
ず
、
土
木
作
業
に

も
従
事
せ
ず
、
身
分
の
卑
し
い
も
の
に
習
っ
て
、
平
民
と
一
緒
に
な
る
こ

と
を
恥
じ
た
。
閩
人
は
み
な
彼
ら
の
こ
と
を
「
曲
蹄
」（
曲
が
っ
た
足
）

と
呼
ぶ
の
は
、
そ
の
姿
を
形
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
彼
ら
の
足
が
湾
曲

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
俗
に
「
乞
黎
」
と
も
い
う
云
々
）。

彼
ら
を
奴
隸
の
よ
う
に
見
な
す
の
は
，
そ
の
人
品
を
卑
し
む
た
め
で
あ

６　

ま
た
、
訂
正
部
分
に
は
「
那
無
錢
的
只
站
在
岸
辺
或
在
那
橋
上
。
數
不
清
的

那
些
曲
蹄
婆
，
頭
髮
梳
得
光
光
，
簪
花
首
飾
帶
起
臉
上
，
把
粉
擦
得
白
白
，
耳
辺

掛
着
耳
墜
，
手
中
帶
着
手
鐲
戒
指
，
身
上
穿
着
兩
件
新
鮮
衣
裙
，
拿
着
竹
篙
立
在

船
頭
撐
去
，
都
在
那
裡
擺
浪
，
真
真
鬧
熱
得
緊
」
と
言
う
。

７　

淸
・
郭
柏
蒼
輯
『
竹
閒
十
日
話
』
六
卷 

（
光
緒
十
二
年
（
一
八
八
六
）
刊
本
）

巻
五
に
は
、「
金
鏡
，
字
肅
明
，
作
秀
才
，
貧
甚
，
與
賣
漁
人
通
譜
。
福
州
所
稱

賣
漁
嫂
，
即
曲
蹄
婆
。
以
其
生
長
船
中
，
兩
足
俱
曲
，
故
名
。
沒
為
賤
種
，
子
孫

不
得
應
試
，
例
不
登
岸
。
作
半
片
髻
以
別
田
婆
。
有
梳
髻
帶
中
簪
者
，
田
婆
輒
毆

之
。
近
三
十
年
始
溷
矣
。
洲
邊
田
中
灣
里
所
稱
曲
蹄
婆
，
乃
妓
女
托
為
賣
魚
嫂
，

故
涉
訟
則
穿
弛　

褲
，
稱
漁
婆
。
人
為
之
語
曰
：「
月
照
池
塘
，
漁
人
錯
認
金
鏡
」。

按
：
鏡
居
玉
尺
山
，
以
仕
耿
逆
流
口
外
。
金
鏡
，
閩
縣
人
。
順
治
壬
辰
進
士
。
鬻

為
何
提
督
傅
宅
」。『
明
清
進
士
題
名
碑
録
索
引
』
下
・p2289

「
金
鏡
、
福
建
閩
県
、

清
順
治9/2/62

」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）。
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る
。
甚
だ
し
き
は
、
遊
郭
の
数
多
く
の
妓
女
た
ち
が
、
な
ん
と
そ
の
名
を

多
く
詐
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
花
柳
界
で
は
、
俗
に
「
白
面
厝
」（「
厝
」

は
家
。）
と
呼
び
、
ま
た
「
曲
蹄
婆
厝
」
と
も
言
っ
た
）
の
は
、
彼
女
た

ち
が
最
終
的
に
下
流
に
溺
れ
て
、
自
ら
抜
け
出
せ
な
い
こ
と
は
、
概
ね
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。」
８
と
言
う
。
ま
た
、『
閩
縣
鄉
土
志
』

で
は
、「
閩
県
に
は
、
舟
を
住
居
と
し
、
長
時
間
、
水
中
に
潜
る
こ
と
が

可
能
な
人
々
が
い
て
、
俗
に
曲
蹄
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
割
注
：
舟
の
中
で

生
活
し
、
足
は
常
に
曲
げ
て
伸
ば
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
或
い
は
乞
黎
と
も
言
い
、
浙
江
の
惰
民
（
訳
注
：
江
蘇
、
浙
江
に
散

在
し
て
住
居
す
る
一
群
の
人
々
で
、
一
般
人
と
通
婚
せ
ず
、
官
吏
に
な
れ

な
か
っ
た
）
の
よ
う
に
卑
賤
視
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
一
般
人
を
忌
み
嫌

い
、
通
婚
し
な
い
）。
お
そ
ら
く
、「
蜑
戶
」（
訳
注
：
『
宋
史
』『
元
史
』

に
見
え
る
）
で
あ
ろ
う
（
割
注
：
「
蜑
」
字
は
省
略
し
て
「
蛋
」
字
に
作

る
こ
と
も
あ
る
）。
河
川
沿
い
や
海
浜
部
の
あ
ち
こ
ち
に
居
住
し
、
水
上

に
家
を
構
え
た
が
、
一
定
の
場
所
に
所
在
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
港

ご
と
に
分
か
れ
て
住
ん
で
い
る
。
姓
に
は
翁
（
割
注
：
漁
翁
か
ら
意
味
を

と
っ
た
）、
歐
（
割
注
：
鷗
鳥
か
ら
意
味
を
と
っ
た
）、
池
、
浦
、
江
、
海

（
割
注
：
地
名
を
姓
に
し
た
）
が
多
い
。
彼
ら
の
中
に
は
た
ま
に
陸
上
で

居
住
す
る
者
も
い
た
が
、
海
上
生
活
を
す
る
も
の
と
同
様
に
技
術
や
商
業

を
習
う
こ
と
な
く
、
賤
役
（
卑
し
い
仕
事
）
に
従
事
し
た
。（
割
注
：
妓

女
は
曲
蹄
と
偽
る
こ
と
が
多
か
っ
た
）」
と
言
う
９
。
実
際
に
は
、
妓
楼

に
所
属
す
る
妓
女
は
全
て
が
蛋
民
で
は
な
く
、
妓
楼
の
偽
装
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
福
州
の
妓
女
文
化
に
福
州
滞
在
中
の
琉
球
人
た
ち

は
接
触
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
使
用
す
る
中
国
語
語
彙
（
琉
球

官
話
語
彙
）
に
「
曲
蹄
婆
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
蔡
大
鼎
の
詩
歌
に
も
出

現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

訳
注
編

　

以
下
は
、
琉
球
・
蔡
大
鼎
『
欽
思
堂
詩
文
集
』
三
巻
中
の
遊
里
関
係
詩

文
に
訳
注
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
詩
歌
が
五
十
九
首
、
文
章
が
三
篇
あ

８　

淸
・
胡
之
楨
修
、
淸
・
鄭
祖
庚
纂
『
侯
官
縣
鄉
土
志
』
八
卷
（
淸
光
緒

二
十
九
年
（
一
九
〇
三
）
刊
本
）「
疍
之
種
為
蛇
，（
割
注
：
見
陸
次
雲
《
峒
溪
纖

志
》）。
有
謂
為
色
目
人
者
，
蓋
附
會
之
詞
也
。
其
人
以
舟
為
居
，
以
漁
為
業
，
浮

家
泛
宅
，
遂[

逐]

潮
往
來
，
江
干
海
澨
，
隨
處
棲
泊
。
各
分
港
澳
，
不
相
凌
躐
。

間
有
結
廬
岸
上
者
，
蓋
亦
不
業
商
賈
，
不
事
工
作
，
習
於
卑
跣
，
不
齒
平
民
。
閩

人
皆
呼
之
為
曲
蹄
，
肖
其
形
也
。（
割
注
：
以
其
腳
多
彎
曲
故
也
，
俗
亦
謂
之
為

乞
黎
云
云
）。
視
之
如
奴
隸
，
賤
其
品
也
。
甚
而
女
閭
三
百
，
竟
多
假
托
其
名
，（
割

注
：
花
烟
間
，
俗
呼
白
面
厝
，
亦
謂
之
曲
蹄
婆
厝
）。
則
其
人
之
終
溺
下
流
，
不

能
自
拔
，
概
可
知
矣
」。
陸
次
雲
《
峒
溪
纖
志
》
巻
上
・
蛋
人
（
七
葉
裏
）「
其
人

皆
蛇
種
」（『
問
影
楼
輿
地
叢
書
』
所
収
）。「
女
閭
三
百
」
：
清
・
紀
昀
『
閱
微
草

堂
筆
記
』
卷
四
「
倡
族
祀
管
仲
，
以
女
閭
三
百
也
」。『
戰
國
策
』
東
周
策
「
齊
桓

公
宮
中
七
市
，
女
閭
七
百
，
國
人
非
之
，
管
仲
故
為
三
歸
之
家
，
以
掩
桓
公
」。『
韓

非
子
』
説
難
「
昔
者
桓
公
宮
中
二
市
，
婦
閭
三
百
」。

９ 

淸
・
呂
渭
英
修
、
淸
・
鄭
祖
庚
等
纂
『
閩
縣
鄉
土
志
』
八
卷
（
淸
光
緒

二
十
九
年
（
一
九
〇
三
）
刊
本
）「
縣
有
一
種
之
人
，
以
舟
為
居
，
能
久
伏
深
淵
，

俗
呼
曲
蹄
，（
割
注
：
以
處
舟
中
，
其
腳
常
彎
曲
不
舒
故
。
或
作
乞
黎
，
賤
視
，

如
浙
惰
民
，
不
齒
齊
民
，
不
通
昏
媾
）。
蓋
叩
蜑
戶
也
。（
割
注
：
「
蜑
」
亦
省
作

「
蛋
」）。
江
乾
海
澨
，
隨
處
有
之
，
雖
浮
家
泛
宅
，
無
一
定
之
所
，
而
各
分
港
澳
，

姓
多
翁
（
割
注
：
取
義
漁
翁
）。
歐
（
割
注
：
取
義
鷗
鳥
）。
池
、
浦
、
江
、
海
（
割

注
：
以
地
為
姓
）。
諸
氏
間
有
登
岸
結
廬
者
，
然
亦
不
習
工
商
，
仍
供
賤
役
。（
割

注
：
倡
家
多
詭
托
之
）」。
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る
。
妓
女
、
遊
里
に
関
連
す
る
と
判
断
し
た
も
の
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
、

こ
れ
で
尽
く
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
遊
里
、
妓
女
を
明
示
し
て
い

な
い
酒
に
関
す
る
詩
文
も
多
く
は
遊
里
関
連
の
詩
文
と
考
え
ら
れ
る
。

目
次

１　

謝
久
米
村
筆
者
招
飮
章
臺　

巻
一
・
三
十
五
葉

２　

謝
林
公
招
飮
章
臺　

巻
一
・
三
十
五
葉

３　

謝
鄭
慶
雲
招
飮
章
臺
二
首　

巻
一
・
三
十
五
葉

４　

其
二

５　

遊
渡
地
村
卽
興　

巻
二
・
十
八
葉

６　
（
那
霸
八
景
）　

仲
島
晩
雨　

巻
二
・
二
十
七
葉

７　
（
那
霸
八
景
）　

渡
地
絃
歌　

巻
二
・
二
十
七
葉

８　

仲
島
曲
此
以
下
十
四
首
、
皆
述
土
歌
、
故
用
曲
字
、
仲
島
村
名
、
巻
二
・

四
十
一
〜
四
十
三
葉

９　

寄
妾
曲

10　

答
郎
曲

11　

渡
地
曲

12　

警
人
曲

13　

寄
思
曲

14　

青
樓
曲

15　

寄
郎
曲

16　

病
中
曲

17　

愛
我
曲

18　

夢
君
曲

19　

感
物
曲

20　

憶
郷
曲

21　

邂
逅
曲

22　

戯
贈
同
僚
陳
氏　

巻
二
・
四
十
三
葉

23　

戯
贈
存
留
官
林
氏
時
任
主
考　

巻
二
・
四
十
四
葉

24　

戯
求
鄭
氏
邀
到
娼
門
二
首　

巻
二
・
四
十
四
葉

25　

其
二

26　

戯
和
梁
兄
同
遊
娼
門
韻
二
首　

巻
二
・
四
十
五
葉

27　

其
二

28　

娼
門
漫
題
四
首　

巻
二
・
四
十
六
葉

29　

其
二

30　

其
三

31　

其
四

32　

青
樓
回
後
書
懐
三
首　

巻
二
・
四
十
六
葉

33　

其
二

34　

其
三

35　

寄
告
紅
衣　

巻
二
・
四
十
七
の
一
葉

36　

小
妾
寄
呈
鄭
相
公
三
首　

巻
二
・
四
十
七
の
一
葉

37　

其
二

38　

其
三

39　

小
妾
寄
呈
梁
郎
公　

爲
師
在
仲
里
御
殿
四
首　

巻
二
・
四
十
七
の
一
葉

40　

其
二

41　

其
三

42　

其
四

43　

偶
因
史
女
有
經
水
口
號
絶
句
四
首　

巻
二
・
四
十
七
の
二
葉

44　

其
二
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45　

其
三

46　

其
四

47　

娼
門
怨
三
首　

巻
二
・
四
十
七
の
二
葉

48　

其
二

49　

其
三

50　

閨
門
怨

51　

懐
人
卽
席
二
首　

巻
二
・
四
十
八
葉

52　

其
二

53　

懐
六
兄
維
祥
曲
蹄
婆
二
首　

巻
二
・
四
十
八
葉

54　

其
二

55　

和
周
兆
麟
贈
女
史
韻　

巻
二
・
四
十
八
葉

56　

伊
保
真
加
、
是
妓
名
、
將
其
四
字
、
毎
句
上
、
分
用
之
、
俗
稱
冠
首
、

三
首
皆
類
此　

巻
二
・
四
十
八
葉

57　

其
二

58　

其
三

59　

邀
請
同
僚
梁
阮
陳
三
位　
　

巻
二
・
五
十
三
葉

60　

邀
請
魏
先
生
啓
時
在
妓
家　

巻
二
・
五
十
四
葉

61　

邀
請
孫
先
生
啓
時
在
妓
家　

巻
二
・
五
十
四
葉

62　

邀
請
毛
先
生
啓
時
在
妓
家　

巻
二
・
五
十
四
葉

１　
　

謝
久
米
村
筆
者
招
飮
章
臺　
　

久
米
村
筆
者
の
章
臺
に
招
飮
せ
る

に
謝
す
（
久
米
村
筆
者
が
妓
院
で
の
宴
会
に
誘
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
お
礼

を
言
う
）

愛
惜
良
宵
月
色
光
、
愛
惜
す　

良
宵　

月
色
の
光

邀
行
柳
下
百
花
香
。
邀む
か

へ
て
行
く　

柳
下　

百
花
の
香

新
豐
美
酒
多
兼
味
、
新
豐
の
美
酒　

兼
味
多
く

醉
臥
高
山
樂
未
央
。
醉
ゐ
て
高
山
に
臥
す
も　

樂
し
み
未
だ
央つ

き
ず
。

　

月
の
光
に
あ
ふ
れ
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
宵
の
時
刻
が
愛
お
し
い
。
私
は

宴
会
に
招
か
れ
て
、
柳
の
木
の
下
、
多
く
の
花
（
妓
女
た
ち
）
が
香
る
中

に
出
掛
け
て
い
く
。
新
豊
の
美
酒
に
も
比
す
べ
き
旨
酒
に
、
数
々
の
酒
肴
。

高
山
流
水
の
曲
が
演
奏
さ
れ
る
中
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
臥
せ
っ
て
し
ま
っ
て

も
、
こ
の
楽
し
み
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

　

筆
者
：
久
米
村
で
の
職
階
。
吏
員
。
章
臺
：
妓
院
の
集
ま
る
場
所
を
指

す
。
招
飲
：
人
を
招
い
て
宴
会
を
催
す
。
良
宵
：
美
し
い
景
色
の
夜
。
月

色
：
月
を
指
す
。
新
豐
：
地
名
。
現
在
の
江
蘇
省
丹
徒
。
美
酒
の
産
地
。

兼
味
：
二
種
以
上
の
酒
肴
。
樂
未
央
：
「
長
樂
未
央
」
の
略
。
永
遠
の
楽

し
み
が
尽
き
な
い
。
高
山
：
「
高
山
流
水
」
は
琴
曲
名
。

２　
　

謝
林
公
招
飮
章
臺　
　

林
公
の
章
臺
に
招
飮
せ
る
に
謝
す
（
林
公

が
妓
院
で
の
宴
会
に
誘
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
お
礼
を
言
う
）

邀
到
青
樓
裏
、
邀む

か

へ
て
青
樓
の
裏う
ち

に
到
れ
ば
、

花
香
馥
馥
飄
。
花
香
は　

馥ふ
く
ふ
く馥
と
し
て
飄た
だ
よふ
。

妖
嬈
姿
最
麗
、
妖え
う
ぜ
う嬈
と
し
て
姿
は
最
も
麗
し
く
、

窈
窕
色
逾
嬌
。
窈え
う
て
う窕

と
し
て
色
は
逾

い
よ
い
よ

嬌
た
り
。

醉
我
葡
萄
酒
、
我
を
醉
わ
し
む　

葡
萄
の
酒
、

憐
卿
楊
柳
腰
。
卿
を
憐
む　

楊
柳
の
腰
。

此
情
何
有
盡
、
此
の
情　

何
ぞ
盡つ

き
る
こ
と
有
ら
ん
、

解
使
百
愁
消
。
解よ

く
百
愁
を
し
て
消
せ
使し

む
。
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林
公
か
ら
招
か
れ
て
、
妓
楼
に
到
着
す
る
と
、
花
の
香
り
が
馥
郁
と

漂
っ
て
い
る
。
妓
女
の
姿
は
あ
で
や
か
で
、
世
の
中
で
最
も
麗
し
く
、
そ

の
様
子
は
し
と
や
か
で
、
ま
す
ま
す
愛
ら
し
さ
を
加
え
る
。
葡
萄
の
酒
で

私
は
酔
い
、
貴
方
の
細
い
腰
を
慈
し
む
。
こ
の
気
持
ち
は
終
わ
る
こ
と
な

く
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
愁
い
を
消
し
去
っ
て
く
れ
る
。

　

青
樓
：
妓
楼
。
馥
馥
：
香
り
の
強
い
こ
と
。
妖
嬈
：
あ
で
や
か
な
様
。

窈
窕
：
し
と
や
か
な
様
。
楊
柳
腰
：
女
性
の
ほ
っ
そ
り
と
し
た
腰
つ
き
。

元
・
張
可
久
・
梧
葉
兒
・
席
上
有
贈
「
芙
蓉
面
，
楊
柳
腰
，
無
物
比
妖
嬈
」。

３　
　

謝
鄭
慶
雲
招
飮
章
臺
二
首　
　

鄭
慶
雲
の
章
臺
に
招
飮
せ
る
に
謝

す
二
首
（
鄭
慶
雲
が
妓
院
で
の
宴
会
に
誘
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
お
礼
を
言

う
。
二
首
。）

其
一

傍
山
傍
水
上
青
樓
、
山
に
傍
ひ
水
に
傍
ひ
て　

青
樓
に
上
る
、

酒
到
酣
時
興
未
休
。
酒
到
り
て　

酣
た
け
な
はな
る
時　

興
は
未
だ
休
ま
ず
。

忘
却
俗
情
同
李
白
、
俗
情
を
忘
却
す　

李
白
に
同
じ
、

今
朝
稍
覺
趣
悠
悠
。
今
朝
稍い
さ
さ
かか
覺お
ぼ

ゆ　

趣
の
悠
悠
た
る
を
。

　

山
に
近
く
水
辺
に
も
近
い
道
を
と
お
っ
て
妓
楼
に
上
が
り
込
む
と
、
酒

が
入
っ
て
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
時
で
あ
っ
て
も
詩
的
興
趣
は
尽
き
な
い
。
李
白

と
同
様
、
酒
を
飲
ん
で
俗
世
間
の
詰
ま
ら
ぬ
感
情
を
忘
れ
去
っ
た
私
は
、

今
朝
に
な
っ
て
詩
的
興
趣
の
な
お
無
限
に
湧
き
起
こ
る
の
を
感
じ
て
い

る
。

　

俗
情
：
世
俗
の
感
情
。

４　
　

其
二

同
遊
昨
夜
酒
兼
花
、
同
遊　

昨
夜　

酒　

花
を
兼
ね
、

國
色
天
香
不
足
誇
。
國
色　

天
香　

誇
る
に
足
ら
ず
。

飮
到
更
殘
月
落
候
、
飮
み
て
更
殘
に
到
り
て　

月
落
ち
る
候
、

渾
忘
西
嶺
斗
牛
斜
。
渾す
べ

て
忘
る　

西
嶺
に
斗
牛
斜
め
な
る
を
。

　

昨
日
、
一
緒
に
妓
楼
に
出
掛
け
、
お
酒
と
美
女
を
楽
し
ん
だ
。
国
一
番

の
美
女
、
か
ぐ
わ
し
い
香
り
を
放
つ
美
し
い
花
に
も
比
す
べ
き
美
女
も
誇

る
に
足
り
な
い
。
そ
れ
以
上
の
素
晴
ら
し
い
一
夜
で
あ
る
。
酒
を
酌
み
交

わ
し
て
夜
明
け
に
近
づ
き
、
満
月
が
沈
む
こ
ろ
、
も
う
西
の
峰
に
斗
宿
、

牛
宿
の
二
つ
の
星
座
が
斜
め
に
な
る
時
刻
で
あ
る
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

國
色
：
国
一
番
の
美
女
。『
公
羊
傳
』
僖
公
十
年
「 

驪
姬
者
、
國
色
也
」。 

何
休
注
「
其
顏
色
一
國
之
選
」。
国
色
天
香
：
も
と
、
ボ
タ
ン
の
花
の
姿
、

香
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
言
っ
た
が
、
後
に
女
性
の
美
し
さ
を
形
容
す
る
言

葉
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
唐
・
李
濬
『
松
窗
雜
錄
』
に
出

る
。
更
殘
：
一
夜
を
五
等
分
し
た
五
番
目
が
五
更
（
殘
更
）。
斗
牛
：

二
十
八
宿
の
中
の
斗
宿
と
牛
宿
。
現
在
の
射
手
座
、
山
羊
座
付
近
。
唐
・

賈
島
・
逢
博
陵
故
人
彭
兵
曹
「
踏
雪
攜
琴
相
就
宿
、
夜
深
開
戶
斗
牛
斜
」。

二
十
八
宿
と
は
、
中
国
古
代
の
天
文
学
用
語
。
天
の
赤
道
上
の
二
十
八
の

星
座
。

５　
　

遊
渡
地
村
卽
興　
　

渡
地
村
に
遊
ぶ　

卽
興
（
渡
地
村
に
出
向
く

　

卽
興
）

冬
風
凛
冽
雪
窓
中
、
冬
風
凛り
ん
れ
つ冽　

雪
窓
の
中
、
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邀
到
靑
樓
興
味
同
。
邀ま
ね

か
れ
て
靑
樓
に
到
り
興
味
は
同
じ
。

酌
酒
花
前
終
夜
醉
、
酒
を
花
前
に
酌
み　

終
夜
醉
ひ
、

連
朝
無
意
返
江
東
。
連
朝　

意
と
し
て
江
東
に
返
る
無
し
。

　

冬
の
風
は
極
め
て
冷
た
く
、
窓
に
積
も
っ
た
雪
の
明
か
り
で
読
書
を
す

る
よ
う
な
厳
し
い
生
活
に
あ
っ
た
が
、
招
か
れ
て
遊
里
に
や
っ
て
き
て

も
、
沸
き
起
こ
る
興
趣
は
以
前
と
変
わ
り
な
い
。
美
し
い
妓
女
た
ち
を
前

に
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
終
日
酔
っ
払
い
、
海
を
渡
り
東
に
位
置
す
る
久
米

村
の
家
に
戻
る
気
持
ち
は
も
う
何
日
も
湧
い
て
こ
な
い
。

　

凛
冽
：
極
め
て
寒
い
様
。
興
味
：
興
趣
。

６　
　
（
那
霸
八
景
）
仲
島
晩
雨　

仲
島
の
晩
雨

經
過
中
島
夕
陽
天
、
中
島
を
經
過
す　

夕
陽
の
天
、

雨
洒
芭
蕉
碧
色
妍
。
雨
は
芭
蕉
を
洒あ

ら

ひ
て
碧
色
妍け
ん

な
り
。

同
醉
金
樽
歸
去
晩
、
同
じ
く
金
樽
に
醉
ゐ
て
歸
去
す
る
の
晩
、

一
鈎
新
月
小
橋
邊
。
一い
っ
こ
う鈎
の
新
月　

小
橋
の
邊
。

　

夕
日
の
射
す
中
、
仲
島
を
通
り
す
ぎ
た
と
こ
ろ
、
雨
が
降
っ
て
き
て
芭

蕉
の
葉
を
洗
い
清
め
、
葉
の
緑
が
美
し
か
っ
た
。
仲
島
の
遊
郭
で
友
人
と

酒
を
飲
み
、
一
緒
に
帰
る
夜
更
け
に
は
、
も
う
雨
は
止
み
、
針
の
よ
う
に

細
い
新
月
が
小
さ
な
橋
の
向
こ
う
に
見
え
て
い
る
。　

　

金
樽
：
酒
樽
の
美
称
。

７　
　
（
那
霸
八
景
）
渡
地
絃
歌　

渡
地
の
絃
歌
（
渡
地
遊
郭
で
の
音
曲
）

何
處
清
新
曲
一
聲
、
何い
づ
こ處
ぞ
清
新
な
る
曲
一
聲
、

前
村
渡
地
百
花
明
。
前
村
の
渡
地
に
百
花
明
ら
か
な
り
。

　
　

此
地
妓
女
所
居
。
此
地
は
妓
女
の
居
す
る
所
な
り
。

遶
梁
餘
嚮
行
雲
遏
、
梁は
り

を
遶め
ぐ

る
餘
嚮
に
行
雲
遏と
ど

ま
り
、

愁
殺
少
年
無
限
情
。
愁
殺
す
少
年
無
限
の
情
。

　

清
ら
か
で
新
し
い
曲
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
が
、
ど
こ
か
ら
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
目
の
前
の
渡
地
村
の
遊
郭
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
美
し
い

妓
女
た
ち
が
大
勢
い
て
華
や
い
で
い
る
。（
こ
こ
は
妓
女
の
い
る
遊
郭
で

あ
る
）
梁
を
め
ぐ
っ
て
空
へ
と
響
く
優
美
で
忘
れ
が
た
い
楽
曲
の
余
韻

は
、
空
行
く
雲
も
押
し
と
ど
め
、
若
者
の
際
限
な
い
感
情
を
憂
鬱
に
さ
せ

る
。

　

遏
雲
：
空
行
く
雲
を
停
止
さ
せ
る
。
歌
声
の
美
し
さ
の
形
容
。『
列
子
』

湯
問
篇
に
基
づ
く
。
愁
殺
：
深
く
憂
い
を
生
じ
さ
せ
る
。「
殺
」
は
程
度

の
甚
だ
し
さ
を
表
す
。

８　
　

仲
島
曲　

仲
島
の
曲
（
仲
島
の
歌
）

　
　
　

此
以
下
十
四
首
、
皆
述
土
歌
、
故
用
曲
字
、
仲
島
村
名
、

　

此
れ
以
下
十
四
首
は
、
皆
な
土
を
述
べ
る
歌
な
り
。
故
に
「
曲
」
字
を

用
い
る
。
仲
島
は
村
名
な
り
。（
こ
れ
以
下
の
十
四
首
の
詩
は
、
す
べ
て

地
元
の
風
俗
を
歌
っ
た
歌
で
あ
る
。
ゆ
え
に
「
曲
（
う
た
）」
と
い
う
字

を
用
い
て
い
る
。
仲
島
は
村
の
名
で
あ
る
。）

仲
島
江
頭
一
望
平
、
仲
島
江
頭
一
望
平
か
な
り
、

冬
風
凛
冽
月
輪
生
。
冬
風
凛り
ん
れ
つ冽
に
し
て
月
輪
生
ず
。

浮
鷗
對
對
相
呼
友
、
浮ふ
お
う鷗
對
對
と
し
て
相あ
ひ

友
を
呼
び
、

更
聽
松
邊
萬
籟
聲
。
更
に
聽
く
松
邊
萬ば
ん
ら
い籟
の
聲
。
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仲
島
村
は
、
那
覇
川
の
ほ
と
り
に
位
置
し
、
一
望
す
れ
ば
平
地
が
延
々

と
続
い
て
い
る
。
冬
の
風
が
寒
々
と
吹
く
中
、
月
が
天
に
登
っ
て
き
た
。

川
の
中
に
浮
か
ぶ
カ
モ
メ
は
つ
が
い
を
な
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
友
を
呼
び
、

さ
ら
に
、
松
林
に
風
が
吹
き
抜
け
、
世
界
全
体
が
声
を
あ
げ
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。（
仲
島
の
遊
郭
か
ら
は
、
カ
モ
メ
の
よ
う
に
、
男
女
の
声
が
聞

こ
え
、
さ
ら
に
松
林
が
風
に
鳴
る
よ
う
に
、
三
線
の
音
色
が
聞
こ
え
て
く

る
。）

　

仲
島
：
現
在
の
那
覇
市
泉
崎
一
丁
目
。
も
と
久
茂
地
川
河
口
の
中
州

で
、
埋
め
立
て
た
後
、
康
熙
一
一
年
（
一
六
七
二
）
以
降
、
遊
郭
と
な
っ

た
ら
し
い
。
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）、
辻
に
統
合
さ
れ
た
。
凜
冽
：

極
め
て
寒
い
様
子
。
月
輪
：
丸
い
月
。
一
般
に
月
を
指
す
。
浮
鷗
：
カ
モ

メ
。
萬
籟
：
自
然
界
の
万
物
が
発
す
る
音
。
あ
ら
ゆ
る
音
。

９　
　

寄
妾
曲　

妾
に
寄
す
曲
（
彼
女
に
贈
る
歌
）

妾
在
東
西
萬
里
邊
、
妾
は
東
西
萬
里
の
邊
に
在
り
、

多
情
常
惹
夕
陽
天
。
多
情
に
し
て
常
に
惹ひ

く
夕
陽
の
天
。

况
思
夜
半
床
頭
語
、
况
ん
や
思
ふ
夜
半
床
頭
の
語
、

恍
見
嬌
姿
夜
不
眠
。
恍く
わ
うと
し
て
嬌
姿
を
見　

夜
眠
れ
ず
。

　

あ
な
た
は
遥
か
遠
い
と
こ
ろ
に
お
ら
れ
る
が
、
私
は
思
い
が
深
く
、
常

に
あ
な
た
の
居
る
夕
日
の
方
に
心
惹
か
れ
る
。
ま
し
て
、
夜
半
寝
床
で
の

会
話
を
思
い
、
あ
た
か
も
そ
の
美
し
い
姿
を
見
る
よ
う
で
あ
る
と
、
夜
も

眠
れ
な
い
。

10　
　

答
郎
曲　

郎
に
答
ふ
る
曲
（
彼
氏
に
答
え
る
歌
）

一
腔
愁
思
夢
魂
飛
、
一い
っ
か
う腔
の
愁
思
に
夢
魂
飛
び
、

獨
倚
斜
陽
玉
涙
揮
。
獨ひ
と

り
斜
陽
に
倚
り
て
玉
涙
揮
ふ
。

偶
解
羅
衣
憐
妾
痩
、
偶
た
ま
羅
衣
を
解
き
て
妾
の
痩
せ
た
る
を
憐
ま
ん
、

正
同
滿
月
減
清
輝
。
正
に
滿
月
に
同
じ
く
清
輝
を
減
ず
。

　

胸
い
っ
ぱ
い
の
憂
い
の
気
持
ち
に
、
私
の
魂
は
夢
の
中
で
あ
な
た
の
元

に
飛
ん
で
い
く
。
現
実
の
私
は
、
夕
日
の
中
、
欄
干
に
も
た
れ
て
、
あ
な

た
を
思
っ
て
涙
を
拭
う
。
た
ま
た
ま
薄
絹
の
装
い
を
脱
ぎ
去
れ
ば
、
あ
な

た
に
恋
焦
が
れ
る
私
は
す
っ
か
り
痩
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
哀
れ
ん
で
く

れ
る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
満
月
が
欠
け
て
そ
の
清

ら
か
な
輝
き
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
と
同
じ
だ
か
ら
で
す
。

　

愁
思
：
憂
い
の
気
持
ち
。
羅
衣
：
薄
絹
で
作
っ
た
衣
服
。

11　
　

渡
地
曲　

渡
地
の
曲
（
渡
地
の
歌
）

攀
登
渡
地
石
巓
頭
、
渡
地
の
石せ

き
て
ん巓
の
頭
い
た
だ
きに
攀は
ん
と
う登
し
、

　
　

渡
地
村
名
。
石
巓
山
名
。
渡
地
は
村
名
な
り
。
石
巓
は
山
名
な
り
。

一
望
長
江
八
月
秋
。
一
望
す　

長
江
八
月
の
秋
を
。

短
棹
連　

垂
釣
處
、
短た
ん
た
う棹
連れ
ん
そ
う
　
し
て
垂す
い
て
う釣
す
る
處
、

可
憐
聚
散
共
波
浮
。
憐
む
可
し
聚
散
し
て
波
と
共
に
浮
ぶ
を
。

　

渡
地
村
の
石
巓
山
に
の
ぼ
り
、
周
り
を
一
望
す
れ
ば
、
那
覇
川
に
秋
八

月
の
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
小
舟
を
連
ね
て
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
、
小
舟
が
近
寄
っ
た
り
離
れ
た
り
と
、
波
と
共
に
浮
か
ん
で
い

る
様
子
が
目
に
入
り
実
に
愛
ら
し
い
。

　

渡
地
：
現
在
の
那
覇
市
東
町
。
東
村
の
属
村
で
思
案
橋
で
繋
が
っ
て
い
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た
。
遊
郭
が
あ
っ
た
が
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）、
辻
に
統
合
さ
れ
た
。

　

巓
：
山
頂
。
石
巓
は
、
渡
地
村
東
端
の
岩
山
（
硫
黄
城
跡
）
を
指
す
か
。

　

長
江
：
那
覇
川
を
指
す
。
短
棹
：
小
舟
。
連　

：
舟
を
並
べ
る
こ
と
。

垂
釣
：
釣
り
糸
を
垂
れ
る
。

12　
　

警
人
曲　

人
を
警
す
る
曲
（
警
告
の
歌
）

存
心
戒
滿
是
青
年
、
心
に
存
し
滿
を
戒
む
る
は
是
れ
青
年
、

惟
日
孜
孜
尚
古
賢
。
惟
れ
日
に
孜し

し孜
た
る
は
尚
ほ
古
賢
。

才
學
勝
人
人
自
慕
、
才
學　

人
に
勝
れ
ば
人
自
ら
慕
ふ
、

有
名
無
實
等
欺
天
。
有
名
無
實
は
天
を
欺
す
に
等
し
。

　

心
に
仁
と
礼
を
抱
き
、
自
己
満
足
を
戒
め
る
の
は
青
年
で
あ
る
が
、

日
々
た
ゆ
ま
ず
励
む
の
は
古
代
の
賢
人
で
あ
る
。
才
能
と
学
識
が
優
れ
て

い
れ
ば
慕
わ
れ
る
が
、
有
名
無
実
で
あ
る
こ
と
は
天
を
騙
す
に
等
し
い
。

　

存
心
：
仁
と
礼
を
心
に
抱
く
こ
と
。『
孟
子
』
離
婁
下
「
君
子
所
以
異

於
人
者
，
以
其
存
心
也
」。 

趙
岐
注
「
存
，
在
也
。
君
子
之
在
心
者
，
仁

與
禮
也
」。
惟
日
孜
孜
：
日
々
た
ゆ
ま
ず
励
む
こ
と
。『
尚
書
』
君
陳
「
惟

日
孜
孜
，
无
敢
逸
豫
」

13　
　

寄
思
曲　

思
い
を
寄
せ
る
曲
（
思
い
を
告
げ
る
歌
）

青
樓
握
手
尺
書
傳
、
青
樓
に
手
を
握
り
尺せ
き
し
ょ書

傳
へ
、

夜
夜
朝
朝
思
渺
然
。
夜
夜
朝て
う
て
う朝
思
ひ
渺べ
う
ぜ
ん然
た
り
。

獨
坐
西
廂
情
不
盡
、
獨ひ
と

り
西
廂
に
坐
せ
ば
情
は
盡
き
ず
、

猶
同
斷
節
藕
絲
牽
。
猶
ほ
節
を
斷
つ
も
藕ぐ
う
し絲
牽ひ

く
に
同
じ
く
す
。

　

妓
楼
で
、
妓
女
と
手
を
握
り
、
家
に
戻
っ
て
か
ら
も
手
紙
を
送
る
。
朝

も
晩
も
彼
女
の
こ
と
を
思
い
続
け
、
私
の
思
い
は
果
て
し
な
い
。
一
人
西

の
対
屋
に
座
っ
て
い
る
と
、
彼
女
へ
の
思
い
は
尽
き
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ

う
ど
、
ハ
ス
の
根
が
折
ら
れ
て
も
、
糸
は
繋
が
っ
た
ま
ま
で
あ
る
の
と
同

様
で
あ
る
。

　

渺
然
：
遥
か
な
様
。
唐
・
趙
嘏
・
江
樓
書
感
「
独
上
江
楼
思
渺
然
」。

藕
絲
：
レ
ン
コ
ン
を
折
る
と
、
粘
着
性
の
成
分
が
糸
状
に
な
っ
て
、
糸
を

引
い
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
相
手
へ
の
愛
情
が
途
切
れ
な
い
こ
と

の
比
喩
に
用
い
る
。

14　
　

青
樓
曲　

青
樓
の
曲
（
妓
楼
の
歌
）

雁
宿
沙
頭
夜
月
清
、
雁
は
沙
頭
に
宿
り
夜
月
清
し
、

多
愁
潮
滿
共
哀
鳴
。
愁
多
く
潮
う
し
ほ

滿
ち
共
に
哀
鳴
す
。

况
當
妓
館
諧
談
候
、
况い

は

ん
や
妓
館
諧
談
の
候
に
當
り
て
は
、

怕
聽
隣
雞
報
曉
聲
。
怕
れ
て
聽
く　

隣り
ん
け
い雞
の
暁
あ
か
つ
きを
報
ず
る
聲
。

　

雁
は
砂
洲
に
宿
り
、
夜
の
月
は
清
ら
か
な
光
を
放
っ
て
い
る
。
憂
い
が

多
く
、
潮
も
満
ち
て
き
て
雁
た
ち
は
皆
悲
痛
な
叫
び
を
あ
げ
る
。
ま
し
て
、

妓
楼
で
妓
女
と
お
ど
け
た
話
を
し
て
い
る
時
に
は
、
隣
の
家
の
鶏
が
夜
明

け
を
告
げ
る
声
を
聞
く
の
が
恐
ろ
し
い
。

15　
　

寄
郎
曲　

郎
に
寄
せ
る
曲
（
彼
氏
に
送
る
歌
）

多
情
郎
似
子
都
妍
、
多
情　

郎
は
似
る
子し

と都
の
妍
な
る
に
、

底
事
花
開
蝶
不
前
。
底な
に
ご
と事
ぞ　

花
開
く
も
蝶
は
前す
す

ま
ず
。

願
向
百
花
頭
上
採
、
願
は
く
は
百
花
頭
上
に
向お

い
て
採
り
、
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一
飛
一
舞
解
情
牽
。
一
飛
一
舞
し
て
解よ

く
情
牽
か
ん
こ
と
を
。

　

あ
な
た
様
は
本
当
に
愛
情
深
く
、
古
代
の
美
男
子
都
に
似
て
お
ら
れ

る
。
一
体
ど
う
し
た
事
か
、
妓
女
が
美
し
く
花
開
い
て
い
る
の
に
、
蝶
に

も
比
べ
ら
れ
る
あ
な
た
様
が
お
訪
ね
に
な
ら
な
い
な
ん
て
。
ど
う
か
花
の

よ
う
に
美
し
い
妓
女
た
ち
の
中
で
一
人
を
選
び
、
蝶
の
よ
う
に
飛
び
舞
ひ

恋
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

子
都
：
中
国
古
代
の
美
男
子
。『
詩
経
』
鄭
風
・
山
有
扶
蘇
「
不
見
子
都
、

乃
見
狂
且
」。
毛
傳
「 

子
都
、
世
之
美
好
者
也
」。
牽
情
：
恋
心
が
生
ま

れ
る
。
唐
・
朱
慶
餘
・
中
秋
月
「
孤
高
稀
此
遇
、
吟
賞
倍
牽
情
」。

16　
　

病
中
曲　

病
中
の
曲
（
病
気
中
の
歌
）

微
軀
已
似
日
西
傾
、
微び

く軀
は
已す
で

に
日
の
西
に
傾
む
く
に
似
て
、

怕
聽
喪
歌
戸
外
鳴
。
聽
く
を
怕お

そ

る
喪
歌
戸
外
に
鳴
る
を
。

獨
臥
東
窓
長
寂
寂
、
獨ひ
と

り
東
窓
に
臥
せ
ば
長つ
ね

に
寂
寂
と
し
て
、

不
知
幾
日
隔
幽
明
。
知
ら
ず
幾
日
か
幽
明
を
隔
つ
る
を
。

　

わ
た
く
し
は
、
す
で
に
太
陽
の
西
に
傾
く
に
似
て
人
生
の
最
後
に
近
づ

き
、
家
の
外
か
ら
挽
歌
が
聞
こ
え
て
く
る
の
を
恐
れ
る
。
一
人
で
東
の
窓

の
も
と
に
臥
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
寂
し
さ
が
募
り
、
数
日
間
、
冥
界
に

い
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
。

　

微
軀
：
卑
し
い
身
分
の
体
。
謙
遜
の
言
葉
。
喪
歌
：
葬
儀
で
歌
わ
れ
る

歌
、
曲
。
挽
歌
。
幽
明
：
生
と
死
。
唐
・
元
稹 

・
江
陵
三
夢
「
平
生
每

相
夢
、
不
省
兩
相
知
、
況
乃
幽
明
隔
、
夢
魂
徒
爾
為
」。

17　
　

愛
我
曲　

我
を
愛
す
る
曲
（
私
を
愛
し
て
く
れ
る
歌
）

嚴
冬
獨
在
畫
樓
前
、
嚴
冬　

獨
り
畫ぐ
わ
ろ
う樓
の
前
に
在
れ
ば
、

忽
降
紅
花
色
最
鮮
。
忽
ま
ち
降
る　

紅
花　

色
最
も
鮮
か
。

幾
度
香
風
穿
兩
袖
、
幾
度
か
の
香
風　

兩り
や
う
し
う袖を
穿
ち
、

却
疑
身
在
早
春
天
。
却
っ
て
疑
ふ　

身
は
早
春
の
天
に
在
る
か
と
。

　
　

紅
花
不
是
紅
花
、
直
指
手
巾
。　

紅
花
は
是
れ
紅
花
に
あ
ら
ず
、
直た

だ
手

巾
を
指
す
。

　

厳
し
い
真
冬
に
、
美
し
く
彩
色
さ
れ
た
楼
閣
の
前
に
い
る
と
、
妓
女
た

ち
の
赤
い
手
ぬ
ぐ
い
が
降
っ
て
き
て
、
な
ん
と
も
色
鮮
や
か
で
あ
る
。
良

い
香
り
の
風
が
何
度
も
我
が
両
袖
を
吹
き
抜
け
、
か
え
っ
て
、
ま
る
で
早

春
に
身
を
置
く
か
の
よ
う
で
あ
る
。（「
紅
花
」
は
赤
い
花
を
指
す
の
で
は

な
く
、
た
だ
手
ぬ
ぐ
い
の
こ
と
を
言
う
。）

　

畫
樓
：
華
麗
に
装
飾
を
施
し
た
建
物
。
こ
こ
で
は
妓
楼
を
指
す
。

18　
　

夢
君
曲　

君
を
夢
み
る
曲
（
あ
な
た
様
を
夢
に
見
る
歌
）

高
樓
倦
睡
漏
聲
傳
、
高
樓
に
倦
睡
す
れ
ば
漏
聲
傳
ふ
、

忽
覺
郎
君
到
妾
前
。
忽
ち
覺お

ぼ

ゆ　

郎
君
の
妾
の
前
に
到
る
を
。

掲
幕
推
窓
人
不
見
、
幕
を
掲
げ
窓
を
推
す
に
人
見
え
ず
、

祇
看
山
月
色
娟
娟
。
祇た

だ
看
る　

山
月
の
色
娟け
ん
け
ん娟
た
る
を
。

　

高
殿
で
う
と
う
と
し
て
い
る
と
、
水
時
計
の
音
が
聞
こ
え
て
き
て
、
ふ

と
、
あ
な
た
様
が
私
の
目
に
お
出
で
に
な
ら
れ
た
の
を
感
じ
た
。
帳
を
掲

げ
、
窓
を
押
し
開
い
て
も
人
影
は
な
く
、
た
だ
山
の
端
に
差
し
掛
か
っ
た

月
が
美
し
い
光
を
放
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
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娟
娟
：
月
の
明
る
く
美
し
い
様
。

19　
　

感
物
曲　

物
に
感
じ
る
曲
（
物
を
見
て
興
趣
を
感
じ
る
歌
）

一
輪
明
月
色
鮮
妍
、
一
輪
の
明
月　

色
鮮せ
ん
け
ん妍
た
り
、

物
換
星
移
萬
感
牽
。
物
換
は
り
星
移
り
萬
感
牽
く
。

人
品
人
心
殊
不
古
、
人
品
人
心　

殊
に
古
な
ら
ず
、

可
師
可
法
是
前
賢
。
師
と
す
べ
く
法
と
す
べ
き
は
是
れ
前
賢
。

　

空
の
明
る
い
月
は
色
鮮
や
か
に
、
時
間
は
過
ぎ
去
り
、
事
物
は
変
化
し
、

感
慨
は
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
人
間
の
品
格
や
心
は
、
古
よ
り
変
化
し
な
い

も
の
で
、
師
と
す
べ
く
則
る
べ
き
は
前
代
の
賢
人
で
あ
る
。

　

鮮
妍
：
鮮
や
か
で
美
し
い
様
。
物
轉
星
移
：
時
間
は
過
ぎ
去
り
、
事
物

は
変
化
す
る
こ
と
を
言
う
。　

唐
・
王
勃
・
秋
日
登
洪
府
滕
王
閣
餞
別
序

「
閒
雲
潭
影
日
悠
悠
、
物
轉
星
移
幾
度
秋
」。

20　
　

憶
郷
曲　

郷
を
憶
ふ
曲
（
故
郷
を
懐
か
し
む
歌
）

如
望
雲
霓
歸
故
國
、
雲う

ん
げ
い霓
を
望
む
が
如
し　

故
國
に
歸
る
は
、

門
閭
遙
憶
夜
難
眠
。
門も
ん
り
ょ閭　

遙
か
に
憶
ひ　

夜
眠
る
こ
と
難
し
。

曾
無
旅
雁
通
郷
信
、
曾か
つ

て
旅
雁
の
郷
信
を
通
ず
る
無
く
、

極
目
茫
茫
隔
海
天
。
極
目
す
れ
ば
茫
茫
と
し
て
海
天
を
隔
つ
。

　

故
郷
に
帰
る
こ
と
は
、
虹
を
遥
か
に
望
む
よ
う
な
も
の
で
到
底
手
に
入

れ
難
く
、
郷
里
の
こ
と
を
遥
か
に
思
い
、
夜
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
空

行
く
雁
が
故
郷
か
ら
の
手
紙
を
伝
達
し
て
く
れ
る
こ
と
も
な
く
、
遥
か
彼

方
、
故
郷
の
方
に
目
を
向
け
て
も
、
果
て
し
な
く
広
が
る
海
の
向
こ
う
に

故
郷
は
隠
れ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

雲
霓
：
虹
。
門
閭
：
郷
里
を
指
す
。
旅
雁
：
渡
り
鳥
の
ガ
ン
。
郷
信
：

郷
里
の
家
族
か
ら
の
手
紙
。
極
目
：
遠
望
す
る
こ
と
。

21　
　

邂
逅
曲　

邂
逅
の
曲
（
出
会
い
の
歌
）

經
過
臨
邛
欲
曉
天
、
臨り
ん
き
ょ
う邛を
經
過
す
る
に　

曉
あ
か
つ
きな
ら
ん
と
欲
す
る
天
、

偶
逢
史
女
月
中
仙
。
偶
た
ま
逢
ふ　

史
女
月
中
の
仙
。

不
嫌
四
境
雞
聲
達
、
四
境
に
雞
聲
の
達
す
る
を
嫌
は
ず
、

却
恐
雲
霞
起
日
邊
。
却
っ
て
恐
る　

雲う
ん
か霞　

日
邊
に
起
る
を
。

　

臨
邛
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
時
、
ち
ょ
う
ど
夜
は
開
け
よ
う
と
し
て

い
た
。
そ
の
と
き
偶
然
に
、
月
の
中
の
仙
女
と
も
見
紛
う
美
女
の
史
女
に

出
会
っ
た
。
朝
を
告
げ
る
鶏
の
鳴
き
声
が
四
方
に
到
達
す
る
の
は
構
わ
な

い
が
、
美
し
く
色
づ
い
た
朝
焼
け
の
雲
が
太
陽
の
出
る
東
の
空
に
沸
き
起

こ
り
、
夜
が
明
け
て
彼
女
と
別
れ
る
こ
と
に
な
る
の
を
恐
れ
る
の
で
あ

る
。

　

史
女
：
妓
女
を
指
す
。「
偶
因
史
女
有
經
水
口
號
絶
句
四
首
」
に
も
出

て
く
る
。
卓
文
君
：
前
漢
の
文
学
者
司
馬
相
如
の
妻
。
臨
邛
の
富
豪
の
娘

で
あ
っ
た
が
、
相
如
の
琴
の
音
に
ひ
か
れ
て
駆
け
落
ち
し
，
相
如
の
た
め

に
居
酒
屋
で
働
い
た
。
詩
は
妓
女
と
の
出
会
い
を
、
司
馬
相
如
と
卓
文
君

と
の
出
会
い
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

22　
　

戯
贈
同
僚
陳
氏　

戯
れ
に
同
僚
の
陳
氏
に
贈
る

駕
馬
雖
鞭
恨
不
馳
、
馬
に
駕
し
鞭む

ち

す
と
雖
も
馳
せ
ざ
る
を
恨
み
、

何
時
尋
得
似
西
施
。
何
時
か
尋
ね
得
ん　

西
施
に
似
た
る
を
。
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羨
君
屴
崱
青
樓
上
、
羨
む　

君
が
屴

り
ょ
く
し
ょ
く

崱
た
る
青
樓
の
上
に
て
、

投
意
中
宵
落
雁
姿
。
投
意
す
中
宵
落
雁
の
姿
に
。

　

馬
に
乗
っ
て
鞭
を
振
る
っ
て
も
、
馬
が
駆
け
て
く
れ
な
い
よ
う
に
、
我

が
才
能
が
発
揮
さ
れ
な
い
こ
と
を
恨
み
、
い
っ
た
い
何
時
、（
出
世
し
て
）

西
施
に
似
た
美
人
を
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
思
っ
て
い
る
。

高
く
そ
び
え
る
山
の
よ
う
な
妓
楼
に
お
い
て
、
陳
氏
が
夜
半
に
美
し
い
妓

女
と
ね
ん
ご
ろ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
羨
ま
し
く
思
う
。

　

西
施
：
「
西
子
」
と
も
言
う
。
中
国
春
秋
時
代
、
越(

淅
江)

の
人
、

越
王
勾
踐
が
吳
王
夫
差
に
献
上
し
た
美
女
。
後
に
美
女
の
代
名
詞
と
な
っ

た
。
屴
崱
：
山
が
高
く
そ
び
え
る
様
。
中
宵
：
夜
中
、
夜
半
。
落
雁
：『
莊

子
』
齊
物
論
「 

毛
嬙 

、
麗
姬 

、
人
之
所
美
也
。
魚
見
之
深
入
、
鳥
見
之

高
飛
」
に
基
づ
く
。
後
に
「
落
雁
沈
魚
」
で
女
性
の
美
し
さ
を
形
容
。
投

意
：
情
投
意
合
か
。

23　
　

戯
贈
存
留
官
林
氏
時
任
主
考　

戯
れ
に
存
留
官
林
氏
に
贈
る　

時

に
主
考
に
任
ぜ
ら
る
（
戯
れ
に
存
留
官
で
あ
る
林
氏
に
贈
る
詩　

林
氏
は

こ
の
時
、
科
挙
の
主
任
試
験
官
に
任
命
さ
れ
た
）

君
膺
仕
宦
喜
陶
然
、
君　

仕
宦
を
膺う

け
て
喜
び
陶
然
た
り
、

我
苦
詞
林
遜
衆
賢
。
我　

詞
林
の
衆
賢
に
遜お
と

る
に
苦
し
む
。

良
楛
早
分
才
自
短
、
良り
や
う
こ楛

は
早つ

と

に
分
れ　

才
自
ら
短
く
、

尋
遊
未
得
買
春
錢
。
尋
遊
す
る
も
未
だ
得
ず
買
春
の
錢
。

　

林
氏
は
科
挙
の
主
任
試
験
官
に
任
命
さ
れ
、
甚
だ
喜
ん
で
お
ら
れ
る

が
、
わ
た
く
し
は
同
じ
く
詩
文
の
才
能
で
王
朝
に
お
仕
え
す
る
身
な
が

ら
、
多
く
の
優
れ
た
方
々
に
才
能
が
劣
る
こ
と
に
苦
し
ん
で
お
り
ま
す
。

才
能
の
良
否
は
若
く
し
て
明
白
に
分
か
れ
、
わ
た
く
し
は
才
能
な
く
選
抜

さ
れ
ず
、
遊
里
に
遊
ん
で
も
、
友
人
た
ち
は
慰
め
の
酒
代
も
恵
ん
で
く
れ

ま
せ
ん
。

　

存
留
官
：
福
州
琉
球
館
に
在
留
す
る
琉
球
の
官
吏
。
仕
宦
：
任
官
す
る

こ
と
。
詞
林
：
翰
林
院
の
別
称
。
文
学
に
優
れ
た
翰
林
学
士
の
集
う
役
所
。

良
楛
：
精
良
と
劣
悪
。
買
春
錢
：
科
挙
の
不
合
格
者
に
友
人
が
与
え
た
慰

め
の
酒
代
。『
雲
仙
雜
記
』
買
春
錢
に
引
用
す
る
『
承
平
舊
纂
』
逢
原
記

「
進
士
不
第
者
、
親
知
供
酒
肉
費
、
號
買
春
錢
」。

24　
　

戯
求
鄭
氏
邀
到
娼
門
二
首　

戯
れ
に
鄭
氏
に
邀
き
て
娼
門
に
到
ら

ん
こ
と
を
求
む
二
首
（
冗
談
で
、
鄭
氏
に
遊
里
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
と

お
願
い
す
る
。
二
首
）
其
一

聞
道
傾
城
眼
未
偸
、
聞き

く
な道
ら
く　

傾け
い
せ
い城　

眼　

未
だ
偸
ま
ざ
る
に
、

迷
香
洞
裏
樂
悠
悠
。
迷
香
洞
裏　

樂
し
さ
悠
悠
た
り
。

何
時
伴
我
章
臺
地
、
何
時
か
我
を
章
臺
の
地
に
伴
は
ん
、

一
顧
全
消
一
片
愁
。
一
顧
す
れ
ば
全
て
一
片
の
愁
を
消
さ
ん
。

　

絶
世
の
美
女
と
い
う
も
の
を
、
ち
ら
っ
と
盗
み
見
す
る
ま
で
も
な
く
、

遊
郭
の
中
に
い
る
だ
け
で
楽
し
い
気
分
に
な
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

い
っ
た
い
何
時
に
な
っ
た
ら
わ
た
く
し
を
遊
里
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
遊
女
は
、
一
目
見
る
だ
け
で
心
の
愁
い
を
す
べ
て
消
し

さ
っ
て
し
ま
う
存
在
と
い
う
の
で
す
か
ら
。

　

聞
道
：
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
。
傾
城
：
国
を
傾
け
る
程
の
絶
世
の
美

女
。
こ
こ
で
は
遊
女
を
指
す
。
偷
眼
：
こ
っ
そ
り
盗
み
見
す
る
。
迷
香
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洞
：
遊
郭
の
美
称
。
唐
・
馮
贄
『
雲
仙
雜
記
』
迷
香
洞
に
よ
る
。
元
は
妓

女
が
接
客
す
る
時
の
最
高
ラ
ン
ク
の
場
所
。
章
臺
：
遊
女
屋
の
集
ま
る
場

所
。
も
と
長
安
の
街
路
の
名
。
一
顧
：
一
目
見
る
。
一
片
：
人
の
心
情
、

気
持
ち
を
数
え
る
時
に
使
う
。

25　
　

其
二

花
顔
雲
髻
國
城
傾
、
花
顔
雲う
ん
け
い髻
に
國
城
は
傾
き
、

夢
繞
中
宵
玉
漏
清
。
夢
は
繞め
ぐ

る　

中
宵
玉
漏
清
し
。

對
對
鴛
鴦
相
戲
地
、
對
對
た
る
鴛え
ん
お
う鴦
相
戲
む
る
の
地
、

何
時
携
我
醉
瑶
觥
。
何
時
か
我
を
携
へ
て
瑶よ
う
こ
う觥
に
醉
は
ん
。

　

妓
女
の
美
し
い
容
貌
、
高
く
結
っ
た
髷
に
国
も
傾
く
ほ
ど
と
言
い
ま

す
。
夜
半
、
水
時
計
が
清
ら
か
な
音
を
立
て
る
こ
ろ
に
は
、
素
晴
ら
し
い

夢
が
め
ぐ
る
時
間
で
す
。
寄
り
添
う
オ
シ
ド
リ
の
よ
う
な
男
女
が
戯
れ
る

場
所
に
、
何
時
わ
た
く
し
を
連
れ
て
行
き
、
美
し
い
杯
で
酒
を
飲
ま
せ
て

く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

花
顔
：
花
の
よ
う
に
美
し
い
容
貌
。
雲
髻
：
高
く
結
っ
た
髷
。
傾
城
：

『
詩
經
』
大
雅·

瞻
卬
「
哲
夫
成
城
、
哲
婦
傾
城
」
に
基
づ
く
。 

鄭
箋
「
城
、

猶
國
也
」。
後
に
女
性
が
権
力
を
握
り
、
国
を
破
滅
さ
せ
る
典
故
と
な
る
。

ま
た
、
美
女
を
指
す
。
玉
漏
：
古
代
の
水
時
計
の
美
称
。
瑶
觥
：
玉
杯
。

『
集
異
記
』
蔣
琛
「
酌
瑤
觥
、
飛
玉
觴
」。

26　
　

戯
和
梁
兄
同
遊
娼
門
韻
二
首　

戯
れ
に
梁
兄
の
娼
門
に
同
遊
せ
る

韻
に
和
す
二
首
（
梁
兄
ど
の
の
「
妓
楼
に
一
緒
に
遊
ぶ
」
と
い
う
詩
に
戯

れ
に
次
韻
す
る
二
首
）
其
一

春
色
腦
人
錦
水
邊
、
春
色
人
を
腦
ま
す
錦
水
の
邊
、

烟
花
五
色
愛
中
央
。
烟
花
五
色
中
央
を
愛
す
。

一
雙
胡
蝶
酣
香
氣
、
一
雙
の
胡
蝶
香
氣
に
酣
た
け
な
はな
り
、

聚
繞
園
中
引
興
長
。
園
中
に
聚
り
繞め
ぐ

り
興
を
引
く
こ
と
長
し
。

　

美
し
い
水
辺
の
春
景
色
（
妓
女
の
美
し
い
顔
立
ち
）
は
人
の
心
を
か
き

乱
す
、
霧
に
け
ぶ
り
咲
き
誇
る
花
々
（
妓
女
）
は
様
々
に
色
鮮
や
か
で
あ

る
が
、
私
は
特
に
黄
色
の
花
（
妓
女
）
を
好
む
。
一
つ
が
い
の
蝶
々
（
妓

女
と
客
）
が
花
の
香
り
に
酔
い
し
れ
、
庭
中
に
集
ま
り
巡
り
、
興
味
は
尽

き
な
い
。

　

春
色
：
春
景
色
。
烟
花
：
霧
に
け
ぶ
る
花
。
し
ば
し
ば
、
春
景
色
や
妓

女
を
指
す
。
錦
水
：
中
国
蜀
（
四
川
）
の
河
の
名
前
。
蜀
は
錦
の
産
地
で
、

錦
水
で
錦
を
洗
う
と
色
が
鮮
や
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
名
前
が
つ
い
た
。

こ
こ
は
美
し
い
川
の
意
。
中
央
：
中
国
古
代
で
は
五
つ
の
方
角
を
五
行
に

配
当
し
、
中
央
は
土
を
表
し
、
土
の
色
は
黄
な
の
で
、
中
央
で
黄
色
を
表

し
た
。

27　
　

其
二

爭
詠
娼
門
第
一
花
、
爭い

か

で
か
詠
ま
ん
娼
門
第
一
の
花
、

渾
同
西
子
又
毛
嬙
。
渾す
べ

て
同
じ
西
子
又
た
毛も
う
し
ょ
う嬙。

魂
述
意
戀
終
宵
是
、
魂
は
述
べ
意
は
戀
ひ
終
宵
是
な
り
、

歸
後
猶
憐
樂
未
央
。
歸
り
て
後　

猶
ほ
憐
み　

樂
し
み
未
だ
央つ

き
ず
。

　

遊
里
の
一
番
の
妓
女
に
つ
い
て
ど
う
し
て
詩
歌
に
歌
う
必
要
が
あ
り
ま

し
ょ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
女
は
ま
っ
た
く
天
下
の
代
表
的
な
美
女
で
あ

る
西
施
、
毛
嬙
に
等
し
い
か
ら
で
す
。
私
の
魂
は
そ
の
こ
と
を
語
り
、
私
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の
気
持
ち
は
恋
い
焦
が
れ
、
一
晩
中
そ
う
で
し
た
。
遊
里
か
ら
帰
っ
て
の

ち
も
、
な
お
慕
わ
れ
、
恋
の
楽
し
み
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

西
子
：
西
施
。
中
国
春
秋
時
代
、
越
（
淅
江
）
の
人
、
越
王
勾
踐
が
吳

王
夫
差
に
献
上
し
た
美
女
。
後
に
美
女
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。
毛
嬙
：
中

国
春
秋
時
代
、
越
の
美
女
。『
管
子
』
小
稱
「
毛
嬙
、
西
施
、
天
下
之
美

人
也
」。
終
宵
：
一
晩
中
。

28　
　

娼
門
漫
題
四
首　

娼
門
の
漫
題
四
首
（
遊
里
に
つ
い
て
筆
任
せ　

四
首
）
其
一

昨
宵
邂
逅
月
中
仙
、
昨
宵
邂
逅
す
月
中
の
仙
、

同
夢
深
情
最
可
憐
。
夢
を
同
じ
く
し
深
情
は
最
も
憐
む
べ
し
。

忘
却
悠
悠
郷
井
思
、
忘
却
す
悠
悠
た
る
郷
井
の
思
ひ
、

高
樓
旦
夕
有
情
天
。
高
樓
旦
夕　

有
情
の
天
。

　

昨
夜
、
月
に
住
む
仙
女
に
も
等
し
い
妓
女
に
出
会
っ
た
。
同
じ
夢
を
見
、

彼
女
と
の
お
互
い
を
思
う
深
い
気
持
ち
は
も
っ
と
も
愛
お
し
い
。
世
俗
の

日
常
生
活
で
の
気
持
ち
は
忘
れ
去
っ
て
、
遊
里
の
高
殿
で
朝
晩
、
愛
情
あ

る
日
々
を
送
り
た
い
。

同
夢
：
『
詩
經
』
齊
風
・
雞
鳴
「
蟲
飛
薨
薨
、
甘
與
子
同
夢
」
に
基
づ
く
。 

虫
が
飛
ぶ
夜
明
け
方
、
夫
婦
が
同
じ
夢
を
見
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
後
に

夫
婦
の
愛
情
の
深
さ
を
示
す
言
葉
と
な
る
。

29　
　

其
二

鳴
騶
加
策
入
青
樓
、
鳴め
い
す
う騶　

策
を
加
へ　

青
樓
に
入
れ
ば
、

國
色
當
前
爲
我
留
。
國
色
當
前　

我
が
爲
に
留
ま
る
。

無
限
少
年
心
腦
殺
、
無
限
に
少
年　

心
腦
殺
さ
れ
、

頻
斟
白
酒
共
遨
遊
。
頻
り
に
白
酒
を
斟く

み
共
に
遨
遊
す
。

　

従
者
が
馬
に
鞭
を
加
え
、
急
ぎ
遊
里
に
入
る
と
、
国
一
番
の
美
女
が
目

の
前
で
私
の
た
め
に
歩
み
を
止
め
て
く
れ
る
。
少
年
の
心
は
限
り
な
く
か

き
乱
さ
れ
、
し
き
り
に
美
酒
を
注
ぎ
、
そ
の
美
女
と
と
も
に
遊
び
歩
く
。

　

鳴
騶
：
貴
人
の
外
出
に
付
き
従
い
先
払
い
を
す
る
従
者
。
貴
人
を
指
す

こ
と
も
あ
る
。
腦
殺
：
悩
殺
。
白
酒
：
唐
・
李
白
・
南
陵
別
兒
童
入
京
詩

「
呼
童
烹
雞
酌
白
酒
、
兒
女
嬉
笑
牽
人
衣
」。

30　
　

其
三

流
鶯
欲
戀
百
花
紅
、
流り
う
あ
う鶯
戀
ん
と
欲
す
百
花
の
紅
、

遠
隔
東
南
思
不
窮
。
遠
く
東
南
を
隔
て
思
お
も
ひ

窮
ま
ら
ず
。

乍
籍
清
風
飛
一
羽
、
乍
た
ち
ま
ち

清
風
を
籍か

り
て
一
羽
を
飛
ば
し
、

邱
隅
相
止
意
相
通
。
邱き

う
ぐ
う隅
に
相
止
ま
り
て
意
は
相
通
ず
。

　

美
し
い
鳴
き
声
の
ウ
グ
イ
ス
が
赤
い
花
々
に
恋
を
し
よ
う
と
し
、
遥
か

遠
く
の
東
南
の
彼
方
の
地
に
あ
っ
て
そ
の
思
い
は
極
ま
る
こ
と
が
な
い
。

急
に
清
ら
か
な
風
に
乗
っ
て
一
羽
が
こ
こ
に
や
っ
て
き
て
、
丘
に
止
ま
っ

て
い
る
が
、
そ
の
気
持
ち
は
花
に
通
じ
て
い
る
。（
妓
女
を
恋
す
る
男
性

を
ウ
グ
イ
ス
に
喩
え
て
い
る
）

　

流
鶯
：
ウ
グ
イ
ス
。「
流
」
は
鳴
き
声
の
美
し
さ
を
い
う
。
邱
隅
：
丘
。

『
詩
經
』
小
雅
・
緜
蠻
「
緜
蠻
黃
鳥
、
止
於
丘
隅
。」

31　
　

其
四

欄
外
春
花
待
露
開
、
欄
外
の
春
花　

露
を
待
ち
て
開
き
、
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清
香
幾
度
入
簾
來
。
清
香
幾
度
か
簾
に
入
り
て
來
る
。

翩
翩
胡
蝶
懐
情
甚
、
翩へ
ん
ぺ
ん翩
た
る
胡
蝶
は
情
を
懐
ふ
こ
と
甚
し
く
、

朝
夕
徘
徊
不
識
回
。
朝
夕
に
徘
徊
し
て
回か
へ

る
を
識
ら
ず
。

　

欄
干
の
外
の
春
の
花
は
、
明
け
方
に
露
が
降
り
る
の
を
待
っ
て
花
開

き
、
そ
の
清
ら
か
な
香
り
は
何
度
も
御
簾
の
中
に
入
っ
て
く
る
。
軽
や
か

に
飛
ぶ
蝶
々
は
感
情
を
胸
に
し
ま
い
込
み
、
朝
か
ら
晩
ま
で
飛
び
回
っ

て
、
帰
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

　

懐
情
：
感
情
を
抑
え
て
胸
に
し
ま
い
こ
む
事
。 

南
朝
・
梁
・
范
雲 

・

贈
張
徐
州
稷
詩
「
懷
情
徒
草
草
、
淚
下
雨
霏
霏
」。

32　
　

青
樓
回
後
書
懐
三
首　

青
樓
よ
り
回か
へ

り
て
後
に
懐
ひ
を
書
す
三
首

（
妓
楼
よ
り
戻
っ
た
後
で
、
気
持
ち
を
書
き
つ
け
る
三
首
）
其
一

聯
袂
良
宵
妓
館
中
、
聯れ

ん
べ
い袂
す
良
宵
妓
館
の
中
、

一
時
同
醉
思
無
窮
。
一
時
に
醉
を
同
じ
く
し
思
は
窮
ま
る
こ
と
無
し
。

三
更
徐
入
芙
蓉
帳
、
三
更
徐お
も
む
ろに
入
る
芙ふ
よ
う蓉
の
帳
、

幾
度
香
風
肘
後
通
。
幾
度
か
香
風
の
肘ち
う
ご後
に
通
ず
。

　

晴
れ
て
心
地
よ
い
晩
に
、
妓
女
と
遊
里
で
手
を
携
え
、
一
緒
に
酒
に
酔

う
と
妓
女
へ
の
愛
情
は
限
り
な
い
。
夜
中
に
静
か
に
蓮
の
花
の
描
か
れ
た

と
ば
り
に
入
っ
て
い
く
と
、
何
度
も
良
い
香
り
の
風
が
す
ぐ
そ
ば
を
吹
き

抜
け
て
い
く
。

　

聯
袂
：
手
を
携
え
る
こ
と
。
三
更
：
夜
を
五
等
分
し
た
三
つ
目
。
真
夜

中
。

33　

其
二

多
日
飄
流
妓
院
春
、
多
日
飄
流
す
妓
院
の
春
、

花
情
酒
興
夜
還
晨
。
花
情　

酒
興　

夜
還ま

た
晨
。

今
朝
乗
汎
長
行
處
、
今
朝
乗じ
ょ
う
は
ん
汎
し
て
長
行
す
る
處
、

無
限
深
情
入
夢
頻
。
無
限
の
深
情
夢
に
入
る
こ
と
頻
り
な
り
。

　

春
の
日
に
、
遊
里
に
何
日
間
も
居
座
り
続
け
た
。
妓
女
へ
の
愛
情
、
酒

の
喜
び
で
夜
を
日
に
つ
い
で
居
続
け
た
。
今
朝
、
船
に
乗
っ
て
遠
く
へ
出

か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
妓
女
へ
の
深
い
思
い
が
、
夢
の
中
へ
も
し
き

り
に
侵
入
し
て
く
る
。

　

飄
流
：
水
上
を
漂
流
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
遊
里
に
い
続
け
る

こ
と
を
言
う
。

34　

其
三

雙
眉
鎖
緑
亞
窓
前
、
雙
眉　

緑
を
鎖さ

す
亞
窓
の
前
、

回
首
相
憐
咫
尺
天
。
回
首
し
て
相
憐
む
咫し
せ
き尺
の
天
。

談
笑
伊
人
真
復
夢
、
伊こ

の
人
に
談
笑
す
る
は
真
か
復
た
夢
か
、

風
情
月
意
正
如
煎
。
風
情
月
意　

正
に
煎い

る
が
如
し
。

　

庭
の
緑
を
閉
じ
込
め
て
い
る
亜
字
型
の
窓
の
前
に
、
美
し
い
眉
の
妓
女

が
お
り
、
振
り
返
っ
て
す
ぐ
近
く
で
愛
を
語
ら
う
。
こ
の
人
と
談
笑
し
て

い
る
の
は
、
夢
か
真
か
。
男
女
の
愛
情
は
本
当
に
火
で
炒
め
ら
れ
る
よ
う

に
辛
い
。

　

亞
窓
：
亜
字
型
の
窓
。
咫
尺
天
：
「
咫
尺
天
顔
」
の
略
。
本
来
は
天
子

の
側
近
く
、
ま
た
、
天
子
の
顔
を
指
す
が
、
こ
こ
は
妓
女
の
顔
を
指
す
。
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風
情
月
意
：
風
月
の
情
意
の
意
。「
風
月
」
は
男
女
間
の
愛
情
を
指
す
。

35　
　

寄
告
紅
衣　

紅
衣
に
寄
せ
告
ぐ
（
妓
女
に
手
紙
で
告
げ
る
）

從
來
投
意
氣
、
從
來　

意
氣
を
投
じ
、

要
待
上
龍
時
。
待
つ
を
要も
と

む
上
龍
の
時
。

夢
繞
芙
蓉
帳
、
夢
は
芙
蓉
の
帳
を
繞め
ぐ

り
、

誰
將
結
已
知
。
誰
か
將は

た
結
ば
れ
し
を
已す
で

に
知
ら
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
互
い
の
気
持
ち
が
一
致
し
、
出
世
す
る
ま
で
待
っ
て
く
れ

と
求
め
て
き
た
。
二
人
の
夢
は
、
蓮
の
花
を
描
い
た
と
ば
り
を
巡
る
が
、

い
っ
た
い
誰
が
、
も
う
結
ば
れ
た
こ
と
を
知
ろ
う
か
。

36　
　

小
妾
寄
呈
鄭
相
公
三
首　

小
妾　

鄭
相
公
に
寄
呈
す　

三
首
（
妓

女
の
わ
た
く
し
が
、
鄭
の
旦
那
さ
ま
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
る　

三
首
）

其
一

小
妾
寄
呈
鄭
相
公
、
小
妾
は
鄭
相
公
に
寄
呈
し
、

多
情
散
入
五
雲
東
。
多
情
は
散
じ
て
五
雲
の
東
に
入
る
。

　

時
郎
公
爲
師
在
首
里
。
時
に
郎
公
は
師
と
爲
り
て
首
里
に
在
り
。

屋
梁
落
月
看
顔
色
、
屋
梁
の
落
月
に
顔
色
を
看
れ
ば
、

衣
帶
寛
舒
錦
水
中
。
衣
帶
は
寛
舒
な
り
錦
水
の
中
。

　

妓
女
の
わ
た
く
し
が
鄭
の
旦
那
さ
ま
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。
わ

た
く
し
の
恋
す
る
気
持
ち
は
散
ら
ば
っ
て
鄭
さ
ま
の
お
ら
れ
る
東
の
か
た

首
里
の
都
へ
と
入
っ
て
行
き
ま
す
。（
ち
ょ
う
ど
、
あ
な
た
様
は
皇
帝
の

先
生
と
な
っ
て
首
里
に
滞
在
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
）（
あ
な
た
様
の
こ
と

を
思
っ
て
夜
も
眠
れ
ず
）
明
け
方
近
く
、
落
ち
か
か
る
月
の
光
が
屋
根
の

梁
を
照
ら
し
て
お
り
、
そ
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
我
が
顔
つ
き
を
見
て
み
ま

す
と
、
わ
た
く
し
は
こ
の
遊
里
の
場
で
あ
な
た
様
の
こ
と
を
思
い
続
け
て

す
っ
か
り
や
つ
れ
て
し
ま
い
、
衣
装
や
帯
も
緩
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

五
雲
：
五
色
の
雲
で
、
皇
帝
の
所
在
地
を
指
す
。
こ
こ
で
は
首
里
。
落

月
屋
梁
：
唐
・
杜
甫
・
夢
李
白
詩
之
二
「
落
月
滿
屋
梁
、
猶
疑
照
顏
色
」。

37　

其
二

小
妾
寄
呈
鄭
相
公
、
小
妾
は
鄭
相
公
に
寄
呈
し
、

東
西
雖
隔
夢
魂
通
。
東
西
隔
つ
と
雖
も
夢
魂
は
通
ず
。

浮
雲
終
日
行
天
上
、
浮
雲
終
日　

天
上
を
行め
ぐ

る
も
、

不
見
良
人
苦
我
衷
。
見
ず
や
良り
や
う
じ
ん人の
我
が
衷ち
う

を
苦
し
め
る
を
。

　

妓
女
の
わ
た
く
し
が
鄭
の
旦
那
さ
ま
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。
あ

な
た
様
と
は
東
西
遥
か
に
離
れ
離
れ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
魂
は
夢
の
中

で
肉
体
を
離
れ
て
思
う
人
の
も
と
に
通
う
と
申
し
ま
す
。
浮
雲
は
終
日
空

を
巡
っ
て
お
り
ま
す
が
、
あ
な
た
様
が
私
の
気
持
ち
を
苦
し
め
て
い
る
の

を
見
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

良
人
：
女
性
が
夫
を
呼
ぶ
呼
称
。

38　

其
三

小
妾
寄
呈
鄭
相
公
、
小
妾
は
鄭
相
公
に
寄
呈
し
、

夢
談
柳
下
醒
時
空
。
夢
に
談
ず
柳
下
醒
時
の
空
し
さ
。

羨
鶯
百
囀
朱
門
樹
、
鶯

う
ぐ
ひ
すの
朱
門
の
樹
に
百ひ
や
く
て
ん囀す
る
を
羨
や
み
、
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解
和
書
聲
趣
莫
窮
。
解よ

く
書
聲
に
和
す　

趣
き
は
窮
ま
り
莫
し
。

　

妓
女
の
わ
た
く
し
が
鄭
の
旦
那
さ
ま
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。
酒

に
酔
っ
て
柳
の
木
の
下
で
目
覚
め
た
時
の
虚
し
さ
を
夢
の
中
で
お
話
し
し

ま
し
た
ね
。
ウ
グ
イ
ス
が
富
貴
の
家
の
門
の
樹
木
で
盛
ん
に
囀
っ
て
い
る

の
を
羨
ま
し
く
思
い
、
あ
な
た
様
が
本
を
朗
読
さ
れ
る
の
に
唱
和
で
き
た

こ
と
を
思
う
と
、
本
当
に
趣
き
深
い
も
の
で
す
。

　

醒
時
空
：
宋
・
李
清
照
・
浣
溪
沙
「
醒
時
空
對
燭
花
紅
」。

39　
　

小
妾
寄
呈
梁
郎
公　

爲
師
在
仲
里
御
殿
四
首　

小
妾
よ
り
梁
郎
公

に
寄
呈
す　

師
と
爲
り
て
仲
里
御
殿
に
在
り　

四
首
（
妓
女
の
わ
た
く
し

が
、
梁
さ
ま
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
る　

梁
さ
ま
は
先
生
と
な
っ
て
仲
里

御
殿
に
居
ら
れ
る　

四
首
）
其
一

一
朝
不
見
似
三
秋
、
一
朝
見
ざ
れ
ば
三
秋
に
似
、

隔
斷
東
西
類
女
牛
。
東
西
に
隔
て
斷
つ
は
女
牛
に
類
す
。

思
逐
白
雲
千
里
外
、
思
ひ
は
白
雲
を
千
里
の
外
に
逐
ひ
、

迷
香
洞
裏
未
禁
愁
。
迷
香
洞
裏
未
だ
愁
ひ
を
禁
ぜ
ず
。

　

一
日
会
わ
な
い
と
三
年
会
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
東
西
遥
か
彼
方
に
離

れ
て
い
る
こ
と
は
牽
牛
織
女
の
よ
う
で
あ
る
。
わ
た
く
し
の
思
い
は
白
雲

を
千
里
の
外
ま
で
追
い
か
け
る
か
の
よ
う
に
あ
な
た
の
こ
と
を
思
い
続
け

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
遊
里
の
中
で
は
悲
し
み
に
浸
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て

は
い
な
い
か
ら
で
す
。

　

迷
香
洞
：
遊
郭
の
美
称
。

40　
　

其
二

迷
香
洞
裏
未
禁
愁
、
迷
香
洞
裏
未
だ
愁
ひ
を
禁
ぜ
ず
。

搔
首
中
庭
月
色
流
。
首
を
中
庭
に
掻か

け
ば
月
色
流
る
。

妾
手
一
雙
何
夜
枕
、
妾
が
手
の
一
雙
は
何
れ
の
夜
の
枕
ぞ
、

夢
魂
幾
入
讀
書
樓
。
夢
魂
は
幾
た
び
か
讀
書
の
樓
に
入
る
。

　

遊
里
の
中
で
は
悲
し
み
に
浸
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
中

庭
で
思
い
つ
め
て
い
る
と
、
月
光
が
流
水
の
よ
う
に
静
か
に
私
を
照
ら
し

ま
す
。
わ
た
く
し
の
こ
の
両
手
は
一
体
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
あ
な
た
様
の

夜
の
手
枕
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
夢
の
中
で
は
わ
た
く

し
の
魂
は
何
度
も
あ
な
た
様
が
読
書
さ
れ
る
楼
閣
に
忍
び
入
っ
て
お
り
ま

す
。

　

搔
首
：
手
で
頭
を
掻
く
。
思
い
つ
め
た
様
子
。『
詩
經
』
邶
風
・
靜
女

「
愛
而
不
見
、
搔
首
踟
躕
」。

41　
　

其
三

夢
魂
幾
入
讀
書
樓
、
夢
魂　

幾
た
び
か
讀
書
の
樓
に
入
り
、

請
問
多
情
似
妾
不
。
請
問
す　

多
情
は
妾
に
似
る
や
不い

な

や
と
。

屢
拂
清
風
郎
莫
見
、
屢し
ば

し
ば
拂は
ら

ふ
清
風　

郎
は
見
る
莫
く
、

左
思
右
想
五
更
頭
。
左
思
右
想
す　

五
更
の
頭
。

　

夢
の
中
で
は
わ
た
く
し
の
魂
は
何
度
も
あ
な
た
様
が
読
書
さ
れ
る
楼
閣

に
忍
び
入
り
、
問
い
か
け
ま
し
た
、
あ
な
た
様
の
思
う
人
は
私
に
似
て
い

ま
す
か
と
。
わ
た
く
し
は
し
ば
し
ば
清
ら
か
な
風
と
な
っ
て
あ
な
た
様
の

顔
に
吹
き
付
け
ま
す
が
、
ご
覧
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
夜
明
け
前
の
時
刻
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に
、
わ
た
く
し
は
し
ば
し
考
え
込
む
の
で
す
。

　

多
情
：
愛
情
の
対
象
。
左
思
右
想
：
熟
慮
の
様
。

42　
　

其
四

左
思
右
想
五
更
頭
、
左
思
右
想
す　

五
更
の
頭
。

凭
檻
唯
看
月
一
鈎
。
檻
に
凭よ

り
唯
だ
看
る　

月
一
鈎
。

燈
下
聊
書
詩
幾
首
、
燈
下
聊い
さ

さ
か
書
す　

詩
幾
首
、

寄
郎
知
悉
妾
心
憂
。
郎
に
寄
せ　

妾
が
心
の
憂
を
知
悉
せ
し
め
ん
。

　

夜
明
け
前
の
時
刻
に
、
わ
た
く
し
は
し
ば
し
考
え
込
み
、
欄
干
に
寄
り

か
か
っ
て
、
細
い
三
日
月
を
た
だ
見
て
お
り
ま
す
。
夜
の
灯
火
の
も
と
で
、

詩
を
い
く
首
か
書
き
、
あ
な
た
様
に
送
り
、
私
の
心
の
憂
い
を
よ
く
知
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

43　
　

偶
因
史
女
有
經
水
口
號
絶
句
四
首　

偶
た
ま
史
女
の
經
水
口
號
絶

句
有
る
に
因
る　

四
首
（
偶
然
、
史
女
ど
の
に
「
經
水
口
號
絶
句
」
の
作

が
あ
っ
た
こ
と
に
因
ん
で
の
作　

四
首
）
其
一

數
月
工
夫
索
歇
錢
、
數
月
の
工
夫　

錢
を
索
め
歇
き
、

今
朝
笑
詠
百
花
鮮
。
今
朝
笑
ひ
て
詠
ず　

百
花
の
鮮
。

心
猿
意
馬
牽
情
急
、
心
猿
意
馬　

情
を
牽ひ

く
こ
と
急
な
る
も
、

怎
値
靈
源
湧
似
泉
。
怎い
か

で
か
値
せ
ん　

靈
源
湧
く
こ
と
泉
に
似
た
る
に
。

　

何
ヶ
月
か
苦
労
し
て
お
金
を
か
き
集
め
終
え
て
、
今
朝
は
遊
里
で
笑
い

な
が
ら
、
鮮
や
か
で
美
し
い
妓
女
た
ち
の
様
子
を
詩
に
詠
じ
て
い
る
。
人

の
心
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
か
ず
、
早
く
も
感
情
が
掻
き
立
て
ら
れ
る

が
、
霊
妙
な
源
泉
か
ら
泉
の
よ
う
に
湧
き
出
す
も
の
に
値
し
な
い
。

　

經
水
：
女
性
の
月
経
を
指
す
。
工
夫
：
事
に
費
や
す
精
力
と
時
間
。
心

猿
意
馬
：
猿
や
馬
が
制
御
で
き
な
い
よ
う
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

人
の
心
を
言
う
。
牽
情
：
感
情
を
掻
き
立
て
る
。

44　

其
二

三
三
五
五
入
青
樓
、
三
三
五
五　

青
樓
に
入
れ
ば
、

美
玉
佳
人
把
袖
留
。
美
玉
佳
人
は
袖
を
把と

り
て
留
む
。

勸
酒
幾
杯
情
不
厭
、
酒
を
勸
む
る
こ
と
幾
杯
か　

情
厭い
と

は
ず
、

無
端
癸
水
任
中
流
。
端
無
く
も
癸き
す
い水
中
流
に
任
す
。

　

客
が
パ
ラ
パ
ラ
と
遊
里
に
入
っ
て
い
く
と
、
美
し
い
妓
女
た
ち
が
客
の

袖
を
と
っ
て
店
へ
と
誘
う
。
何
杯
か
酒
を
勧
め
る
と
客
は
満
更
で
も
な

い
。
し
か
し
、
理
由
も
な
く
訪
れ
る
女
性
の
月
経
は
流
れ
に
任
す
し
か
な

い
。

　

癸
水
：
女
性
の
月
経
を
指
す
。

45　

其
三

春
色
腦
人
難
自
遣
、
春
色　

人
を
腦な

や

ま
し　

自
ら
遣や

り
難
し
、

粉
頭
頻
索
戀
章
臺
。
粉
頭
頻し
き

り
に
索も
と

む　

章
臺
に
戀
す
る
を
。

不
思
執
手
輕
聲
説
、
思
は
ず　

手
を
執
り
て
輕
聲
に
説
く
、

潮
信
偏
將
向
夕
來
。
潮
信
は
偏ひ
と
へに
將ま
さ

に
夕
に
向
か
ひ
て
來
ら
ん
と
す
と
。

　

春
景
色
は
人
を
憂
鬱
に
さ
せ
、
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
妓
女

は
し
き
り
に
遊
里
で
の
恋
の
遊
び
を
勧
め
て
く
る
。
思
わ
ず
、
彼
女
の
手
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を
と
っ
て
小
声
で
言
っ
た
。
潮
の
満
ち
引
き
の
時
刻
は
生
憎
夕
方
に
や
っ

て
く
る
の
だ
ろ
う
ね
と
。

　

粉
頭
：
妓
女
。

46　

其
四

駕
到
烟
花
淑
氣
浮
、
駕
し
て
烟
花
に
到
ら
ば
淑
氣
浮
び
、

花
心
酒
性
共
悠
悠
。
花
心
酒
性
共
に
悠
悠
た
り
。

陰
陽
未
合
風
雷
聒
、
陰
陽
未
だ
合
は
ざ
る
に
風
雷
聒か
ま
び
すし
く
、

不
若
中
宵
夢
裏
遊
。
中
宵
に
夢
裏
に
遊
ぶ
に
若し

か
ず
。

　

馬
に
乗
っ
て
美
し
い
妓
女
の
い
る
遊
里
に
来
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
春

の
和
や
か
な
気
が
満
ち
て
き
た
。
も
て
な
し
て
く
れ
る
妓
女
の
心
も
、
酒

の
性
質
も
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
。
妓
女
と
の
交
わ
り
は
ま
だ
で
あ
る
の

に
急
に
天
候
が
変
化
し
風
が
吹
き
雷
が
鳴
り
出
し
た
（
妓
女
の
機
嫌
が
変

化
し
た
）。
こ
れ
で
は
夜
半
に
夢
の
中
で
遊
里
に
遊
ぶ
方
が
ま
し
で
あ
る
。

47　
　

娼
門
怨
三
首　

娼
門
の
怨
み
（
妓
女
の
な
げ
き
）
其
一

思
君
滿
月
清
輝
減
、
君
を
思
へ
ば
滿
月
も
清
輝
減
じ
、

欲
待
同
衾
只
夢
郷
。
同ど
う
き
ん衾
せ
ん
こ
と
を
待
た
ん
と
欲
し
只
だ
郷
を
夢
む
。

幾
日
春
風
楊
柳
拂
、
幾
日
か
春
風
楊
柳
拂
ひ
、

雲
霓
望
斷
惱
愁
腸
。
雲う
ん
げ
い霓

に
望
斷
し
愁
腸
を
惱
ま
す
。

　

あ
な
た
の
こ
と
を
思
う
と
、
満
月
の
光
も
そ
の
輝
き
を
減
じ
ま
す
。
ご

一
緒
で
き
る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は
故
郷
を
夢
に
見
る
だ
け
で

す
。
こ
こ
数
日
、
風
が
柳
の
枝
を
吹
く
春
に
な
り
ま
し
た
が
、
空
に
掛
か

る
虹
を
遥
か
に
眺
め
、
鬱
屈
し
た
気
持
ち
を
い
っ
そ
う
悩
ま
し
て
い
ま

す
。

　

同
衾
：
ベ
ッ
ド
を
共
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
夫
婦
と
な
る
こ
と
。
夢

郷
：
郷
里
を
思
い
夢
に
見
る
こ
と
。
愁
腸
：
憂
え
悲
し
む
心
。

48　
　

其
二

妾
爲
薄
命
苦
長
離
、
妾
は
薄
命
爲た

り
て
長
離
を
苦
し
み
、

夢
見
郎
公
覺
後
疑
。
夢
に
郎
公
を
見　

覺さ

め
て
後
に
疑
ふ
。

露
落
月
寒
穿
玉
箔
、
露
落
ち
月
寒
く
玉ぎ
ょ
く
は
く箔を
穿
ち
、

分
明
樓
閣
奉
恩
時
。
分
明
た
り　

樓
閣
奉
恩
の
時
。

　

私
は
不
幸
せ
な
運
命
で
長
く
あ
な
た
様
と
離
れ
ば
な
れ
で
い
る
こ
と
に

苦
し
ん
で
お
り
ま
す
。
夢
で
あ
な
た
様
に
お
逢
い
し
て
も
、
覚
め
て
は
あ

れ
は
夢
だ
っ
た
の
か
と
疑
い
ま
す
。
明
け
方
近
く
、
露
が
降
り
、
月
光
が

寒
々
と
飾
り
窓
か
ら
差
し
込
む
頃
、
御
殿
で
恩
寵
を
受
け
て
い
た
時
の
こ

と
を
は
っ
き
り
と
思
い
出
し
ま
す
。

　

長
離
：
南
方
に
い
た
雌
雄
一
対
の
比
翼
の
鳳
凰
で
、
い
つ
も
離
れ
ず
に

い
た
た
め
、「
長
離
」
と
い
う
。
玉
箔
：
玉
で
装
飾
さ
れ
た
窓
。
美
し
く

飾
ら
れ
た
窓
。
奉
恩
時
：
唐
・
王
昌
齢
・
長
信
秋
詞
五
首
其
四
「
真
成
薄

命
久
尋
思
、
夢
見
君
王
覺
後
疑
。
火
照
西
宮
知
夜
飲
、
分
明
複
道
奉
恩

時
」。
王
昌
齢
詩
は
、
漢
・
成
帝
の
妃
・
班は

ん
し
ょ
う
よ

婕
妤
が
寵
愛
を
失
っ
て
、
長

信
宮
に
退
い
た
時
の
秋
の
嘆
き
を
歌
う
。

49　
　

其
三

知
否
妾
思
朝
暮
裏
、
知
る
や
否
や　

妾
が
思
ひ
は
朝
暮
の
裏う
ち

、
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難
離
一
刻
我
郎
前
。
一
刻
を
離
れ
難
し　

我
が
郎
の
前
。

寛
舒
衣
帶
同
圓
月
、
寛
舒
た
る
衣
帶
は
圓
月
に
同
じ
く
、

幾
傍
花
枝
意
索
然
。
幾ほ
と

ん
ど
花
枝
に
傍そ

ふ
も
意
は
索
然
た
り
。

　

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
私
の
気
持
ち
は
朝
か
ら
晩
ま
で
、
一
刻
も
あ
な

た
様
の
前
を
離
れ
が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
様
の
こ
と
を
思
い

つ
め
て
痩
せ
て
し
ま
い
、
ゆ
る
ゆ
る
に
な
っ
た
衣
装
や
帯
は
、
丸
い
月
が

欠
け
て
い
く
の
と
同
じ
で
す
。
美
し
い
花
の
そ
ば
に
い
て
も
、
気
持
ち
は

虚
し
い
ば
か
り
で
す
。

50　
　

閨
門
怨　

閨
門
の
怨
み
（
正
妻
の
な
げ
き
）

與
君
結
髪
歴
多
年
、
君
と
與と
も

に
結
髪
し
て
多
年
を
歴
る
に
、

莫
奈
君
心
逐
物
遷
。
奈い
か
ん
と
も
す
る
莫
し　

君
が
心
の
物
を
逐
ひ
て
遷
る

を
。

把
鏡
試
看
顔
未
改
、
鏡
を
把と

り
て
試
み
に
看
れ
ば　

顔
は
未
だ
改
ま
ら

ず
、

緑
衣
黄
裏
自
憂
煎
。
緑
衣
黄
裏　

自
ら
憂
煎
た
り
。

　

成
人
し
て
か
ら
あ
な
た
と
共
に
長
年
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
あ
な
た

の
心
が
外
的
快
楽
を
追
求
し
て
移
り
変
わ
っ
て
く
こ
と
を
ど
う
し
よ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鏡
を
手
に
と
っ
て
我
が
容
貌
を
映
し
て
見
る
に
以

前
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
正
妻
と
し
て
の
地
位
を
な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
、
私
の
心
は
憂
い
焦
る
ば
か
り
で
す
。

　

閨
門
：
寝
室
の
入
り
口
の
門
。
緑
衣
黄
裏
：『
詩
經
』
邶
風
・
綠
衣
「
綠

兮
衣
兮
、
綠
衣
黃
裏
」
に
基
づ
く
。
黃
色
が
正
色
で
緑
は
間
色
で
あ
る
。

間
色
を
衣
に
正
色
を
裏
地
と
す
る
こ
と
は
、
身
分
秩
序
の
転
倒
に
な
る
。

後
に
、「
緑
衣
」
は
正
妻
が
地
位
を
失
う
典
故
と
な
る
。
憂
煎
：
憂
い
苦

し
む
。

51　
　

懐
人
卽
席
二
首　

人
を
懐
ふ　

卽
席
二
首
（
恋
人
の
こ
と
を
思
う

　

そ
の
場
で　

二
首
）
其
一

獨
眠
牀
上
月
娟
娟
、
獨
り
眠
れ
ば　

牀
上
に
月
娟け
ん
け
ん娟
、

夢
在
巫
山
自
引
憐
。
夢
は
巫ふ
ざ
ん山
に
在
り
て
自
ら
憐
を
引
く
。

望
到
芙
蓉
帷
内
外
、
望
み
て
芙
蓉
の
帷と
ば
りの
内
外
に
到
る
も
、

無
聲
無
影
意
悽
然
。
聲
無
く
影
無
く
意
悽せ
い
ぜ
ん然
た
り
。

　

一
人
寝
て
い
る
と
、
ベ
ッ
ド
の
上
に
は
月
の
ひ
か
り
が
明
る
く
差
し
込

み
、
夢
の
中
で
、
楚
の
懐
王
が
夢
の
中
で
神
女
と
契
っ
た
と
言
う
巫
山
に

い
て
、
恋
人
と
愛
を
語
ら
っ
た
。
し
か
し
、
目
覚
め
て
帷
の
内
外
を
見
渡

す
も
、
声
無
く
影
も
無
く
、
悲
し
み
に
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

巫
山
：
宋
玉
「
高
唐
賦
」
に
、
楚
の
懐
王
が
夢
の
中
で
巫
山
の
神
女
と

契
っ
た
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
以
後
、
男
女
の
契
り
を
表
す
。
引
憐
：
用
例

無
く
不
明
。

52　
　

其
二

誰
想
年
來
類
女
牛
、
誰
か
想お

も

は
ん　

年
來　

女
牛
に
類
す
る
を
、

殘
燈
獨
坐
思
悠
悠
。
殘
燈　

獨
坐
す
れ
ば
思
ひ
悠
悠
た
り
。

遥
期
永
夕
吟
衾
枕
、
遥
か
に
期
す
永
夕　

衾き
ん
ち
ん枕
に
吟
ず
、

一
片
多
情
似
我
不
。
一
片
の
多
情　

我
に
似
る
や
不い
な

や
を
。

　

牽
牛
織
女
の
よ
う
な
離
れ
離
れ
の
関
係
が
何
年
間
も
続
く
と
は
誰
が
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思
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
消
え
掛
か
っ
た
灯
火
の
も
と
で
一
人
座
っ
て
い
る

と
様
々
な
思
い
が
沸
き
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
今
は
、
将
来
に
、
一
晩
中
あ

な
た
と
寝
床
に
あ
っ
て
詩
を
吟
ず
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
あ
な
た
の
私

へ
の
気
持
ち
は
、
私
の
あ
な
た
へ
の
思
い
と
同
じ
で
し
ょ
う
か
。

53　
　

懐
六
兄
維
祥
曲
蹄
婆
二
首　

六
兄
維
祥
の
曲
蹄
婆
を
懐
ふ
二
首

（
い
と
こ
の
蔡
維
祥
（
六
兄
）
ど
の
の
妓
女
を
懐
か
し
む
二
首
）
其
一

望
似
霓
裳
隊
裏
仙
、
望
め
ば
似
た
り
、
霓
げ
い
し
や
う裳
隊
裏
の
仙
に
、

更
寒
玉
指
弄
清
絃
。
更
に
寒
し
、
玉
指 

清
絃
を
弄
も
て
あ
そぶ
は
。

嬌
姿
媚
態
銷
魂
易
、
嬌
姿
媚
態 
魂
を
銷け

し
易や
す

く
、

醉
殺
遊
人
昨
夜
天
。
醉
殺
す
、
遊
人
を
昨
夜
の
天
に
。

　

は
る
か
に
眺
め
や
る
と
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
作
曲
の
《
霓
裳
羽
衣
曲
》
に

合
わ
せ
て
踊
る
仙
女
の
よ
う
な
踊
り
子
た
ち
に
似
て
い
る
が
、
玉
の
よ
う

な
白
い
指
で
清
ら
か
な
弦
を
奏
で
る
様
は
い
っ
そ
う
寒
々
と
し
て
い
る
。

艶
や
か
な
姿
か
た
ち
は
容
易
に
人
の
魂
を
消
し
去
り
、
昨
晩
は
、
遊
里
に

遊
ん
だ
人
々
を
酔
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　

蔡
維
祥
：
（
一
八
二
一

－
？
）
蔡
大
鼎
の
二
歳
年
長
の
い
と
こ
。
六
兄

は
排
行
で
、
一
族
の
同
じ
世
代
の
男
子
の
年
長
か
ら
六
番
目
を
指
す
。
咸

豊
元
年
（
一
八
五
一
）
に
は
接
貢
使
節
の
一
員
と
し
て
中
国
に
渡
っ
て
い

る
。『
那
覇
市
史　

資
料
篇
第
１
巻
６　

家
譜
資
料
二
上
』（
那
覇
市
企
画

部
市
史
編
纂
室
、
一
九
八
〇
年
）p290

・
蔡
氏
家
譜
（
一
世
蔡
崇
）。
曲

蹄
婆
：
蛋
民
（
中
国
華
南
の
沿
岸
部
、
河
川
部
で
生
活
す
る
水
上
生
活
者
）

の
、
福
建
で
の
別
称
、
賤
称
が
「
曲
蹄
」。『
福
州
方
言
詞
典
』（
江
蘇
教

育
出
版
社
、
１
９
９
８
年
）
に
よ
れ
ば
、「
曲
蹄
婆
」
は
「
１
．
蛋
民
の

船
妓
。
２
．
蛋
民
の
婦
女
の
蔑
称
」
の
二
義
が
あ
る
が
、
妓
女
の
呼
称
と

し
て
の
「
曲
蹄
婆
」
は
、
実
情
と
し
て
非
蛋
民
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

『
閩
縣
鄉
土
志
』
版
籍
略
一
（
人
類
）『
侯
官
縣
鄉
土
志
』
版
籍
略
一
（
人

類
）（
と
も
に
淸
光
緒
二
十
九
年
（
一
九
〇
三
）
刊
本
）
参
照
。

54　
　

其
二

偶
逢
國
色
着
新
妝
、
偶
た
ま
國
色
の
新
妝
を
着
く
る
に
逢
へ
ば
、

一
陣
春
風
一
院
香
。
一
陣
の
春
風 

一
院
に
香
る
。

欲
賞
難
爲
胡
蝶
戀
、
賞
せ
ん
と
欲
す
る
も
爲
し
難
し
胡
蝶
の
戀
、

　

胡
蝶
是
指
六
兄　
　

胡
蝶
は
是
れ
六
兄
を
指
す
（
胡
蝶
は
い
と
こ
の
蔡
維
祥
を

指
す
）

纏
頭
中
夜
引
杯
長
。
纏て
ん
と
う頭
し
て
中
夜
に
杯
を
引
く
こ
と
長
し
。

　

た
ま
た
ま
国
一
番
の
美
女
が
新
し
く
お
化
粧
を
し
た
ば
か
り
の
時
に
出

会
う
と
、
一
陣
の
春
風
が
庭
い
っ
ぱ
い
に
香
る
よ
う
で
あ
る
。
褒
め
称
え

よ
う
と
し
て
も
、
彼
女
は
、
六
兄
ど
の
の
想
い
人
、
妓
女
に
贈
り
物
を
す

る
だ
け
で
、
私
は
夜
半
に
彼
女
を
思
い
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
盃
を
進
め

る
の
で
あ
る
。

　

纏
頭
：
唐
代
、
歌
舞
の
技
芸
者
が
演
じ
終
わ
る
と
、
羅
絹
を
贈
答
し
て

頭
の
上
に
置
い
た
。
こ
れ
を
「
纏
頭
」
と
言
う
。

55　
　

和
周
兆
麟
贈
女
史
韻　

周
兆
麟
の
女
史
に
贈
る
韻
に
和
す
（
周
兆

麟
ど
の
が
妓
女
に
贈
っ
た
詩
に
次
韻
す
る
）

青
樓
第
一
掃
蛾
眉
、
青
樓
第
一　

蛾
眉
を
掃
き
、

美
目
清
揚
粉
不
施
。
美
目
清
揚
と
し
て
粉
施
さ
ず
。
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落
雁
嬌
姿
欣
共
見
、
落
雁
嬌
姿　

欣よ
ろ
こび
て
共
に
見
、

沈
魚
媚
態
繋
予
思
。
沈
魚
媚
態　

予
が
思
ひ
を
繋
ぐ
。

深
憐
宋
艶
朱
絃
撫
、
深
く
憐
れ
む　

宋
艶
朱
絃
撫な

づ
る
を
、

更
慕
楚
娃
玉
笛
吹
。
更
に
慕
ふ　

楚そ
あ
い娃
玉
笛
吹
く
を
。

羨
有
少
年
貴
公
子
、
羨
や
む　

少
年
貴
公
子
有
り
て
、

歡
情
恣
飮
五
更
時
。
歡
情　

恣ほ
し
いま
ま
に
飮
む
五
更
の
時
。

　

遊
里
一
番
の
妓
女
が
眉
を
描
き
終
え
る
と
、
そ
の
美
し
い
眼
差
し
に
は

白
粉
を
掃
く
必
要
も
な
い
。
雁
も
空
か
ら
落
ち
る
ほ
ど
の
美
貌
を
共
に
喜

ん
で
眺
め
、
魚
も
沈
む
ほ
ど
の
艶
や
か
な
様
子
に
私
は
恋
い
焦
が
れ
る
。

宋
国
の
美
女
が
琴
を
爪
弾
き
演
奏
す
る
の
を
深
く
愛
し
み
、
さ
ら
に
楚
国

の
美
人
が
美
し
い
笛
を
吹
く
の
を
慕
う
。
貴
公
子
の
少
年
が
遊
里
で
気
持

ち
良
く
夜
明
け
近
く
ま
で
酒
を
飲
ん
で
い
る
の
を
羨
ま
し
い
く
思
う
。

　

蛾
眉
：
女
子
の
美
し
い
眉
毛
。
美
目
清
揚
：
美
目
清
秀
に
同
じ
。
美
し

い
容
姿
を
指
す
。
落
雁
沈
魚
：
既
出
。
宋
艶
：
宋
国
の
美
女
。『
初
學
記
』

卷
十
九
に
引
用
す
る
漢
・
揚
雄
『
方
言
』「
宋
衞
晉
鄭
之
間
、
美
色
曰
艷
」。

朱
絃
：
熟
糸
を
用
い
て
作
っ
た
琴
の
弦
。『
禮
記
』
樂
記
「《
清
廟
》
之
瑟
、

朱
弦
而
疏
越
、
壹
倡
而
三
嘆
、
有
遺
音
者
矣
」。 

楚
娃
：
楚
の
美
人
。
服

虔
『
通
俗
文
』「
南
楚
以
美
色
為
娃
」（『
佩
文
韻
府
』
巻
九
・
九
佳
に
引
用
）。

56　
　

伊
保
真
加
、
是
妓
名
、
將
其
四
字
、
毎
句
上
分
用
之
。
俗
稱
冠
首
、

三
首
皆
類
此　

其
一

　
　
　

伊
保
真
加
は
、
是
れ
妓
名
な
り
、
其
の
四
字
を
將
て
、
毎
句
上
の

に
、
之
を
分
用
す
、
俗
に
「
冠
首
」
と
稱
す
。
三
首
は
皆
な
此
に
類
す
。

（「
伊
保
真
加
（
い
ほ
ま
か
）」
は
妓
女
の
名
前
で
あ
る
。
そ
の
四
文
字
を

各
句
の
頭
に
用
い
た
。
こ
れ
は
俗
に
「
冠
首
」
と
い
う
。
三
首
と
も
に
こ

の
技
法
を
用
い
て
い
る
）

伊
人
窈
窕
意
纏
綿
、
伊
人
の
窈え
う
て
う窕
に
し
て
意
は
纏て
ん
め
ん綿
た
り
、

保
護
郎
公
粉
黛
妍
。
郎
公
を
保
護
し
粉ふ
ん
た
い黛
妍け
ん

な
り
。

真
有
傾
城
嬌
媚
態
、
真
に
傾
城
嬌
媚
の
態
有
り
、

加
情
鍾
愛
貼
花
鈿
。
情
を
加
へ
鍾し
ょ
う
あ
い愛し
花か
で
ん鈿
を
貼
る
。

　

こ
の
伊
保
真
加
さ
ん
は
、
美
し
い
容
姿
で
、
情
の
深
い
か
た
で
す
。
旦

那
さ
ま
を
気
遣
っ
て
心
を
尽
く
さ
れ
、
化
粧
姿
は
じ
つ
に
美
し
い
。
国
を

傾
け
る
ほ
ど
の
美
貌
で
柔
和
な
仕
草
を
持
ち
、
額
に
は
唐
代
の
化
粧
を
施

し
た
姿
で
、
深
く
愛
し
て
く
れ
る
。

　

伊
保
真
加
：
「
伊
保
」
と
言
う
遊
女
屋
の
「
真
加
」
と
言
う
名
の
妓
女

の
可
能
性
が
あ
る
。
小
野
ま
さ
子
氏
よ
り
教
示
を
受
け
た
。
伊
：
こ
れ
、

こ
の
。
窈
窕
：
美
し
い
様
子
。
纏
綿
：
気
持
ち
の
深
く
厚
い
こ
と
。
郎

公
：
夫
を
指
す
。
粉
黛
：
お
し
ろ
い
と
眉
ず
み
。
化
粧
。
嬌
媚
：
姿
や
声

の
麗
し
さ
が
人
の
心
を
動
か
す
こ
と
。
鍾
愛
：
特
別
に
好
む
こ
と
。
花

鈿
：
唐
代
の
化
粧
法
。
花
の
形
に
切
っ
た
紙
な
ど
を
額
に
貼
る
こ
と
。

57　
　

其
二

染
成
黛
色
美
人
來
、
黛た

い
し
ょ
く色を
染
め
成
し
美
人
來
り
、

獻
媚
含
嬌
笑
語
陪
。
媚
を
獻
じ
嬌
を
含
み
て
笑
語
し
て
陪
す
。

眞
假
之
情
何
可
辨
、
眞
假
の
情
は
何
ぞ
辨わ
か

つ
可べ

け
ん
、

加
金
聊
進
合
歡
杯
。
金
を
加
へ
聊い
さ
さか
進
む
合
歡
の
杯
。

　

眉
毛
を
青
黒
く
描
い
た
美
人
が
訪
れ
て
、
陪
席
し
て
媚
び
を
売
り
な
ま
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め
か
し
い
表
情
、
仕
草
で
、
笑
っ
た
り
話
し
か
け
た
り
す
る
。
本
当
に
愛

し
て
く
れ
る
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
の
区
別
は
測
り
が
た
い
。
花
代
を
は

ず
ん
で
、
し
ば
し
歓
楽
の
杯
を
交
わ
す
と
し
よ
う
。

　

黛
色
：
青
黒
い
色
。
獻
媚
：
人
に
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
し
て
、
好
ま
れ

る
姿
や
動
作
を
す
る
こ
と
。
含
嬌
：
媚
び
た
表
情
を
す
る
こ
と
。
笑
語
：

談
笑
す
る
こ
と
。
合
歡
：
喜
び
を
共
に
す
る
。
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其
三

海
棠
麗
色
看
難
厭
、
海か
い
だ
う棠
の
麗
色　

看
れ
ど
も
厭あ

き
難
し
、

戀
紫
貪
紅
意
自
牽
。
紫
を
戀
い
紅
を
貪む
さ
ぼり
意
自
ら
牽
く
。

一
様
温
柔
誰
是
最
、
一
様
の
温
柔　

誰
か
是
れ
最
な
る
、

加
那
撫
媚
獨
爭
妍
。
加
那
は
撫ぶ

び媚
に
し
て
獨
り
妍
を
爭
ふ
。

　

加
那
妓
名
。　
　
　

加
那
は
妓
名
な
り
。

　

海
棠
の
花
の
よ
う
に
美
し
い
加
那
さ
ん
は
、
ず
っ
と
見
つ
め
て
い
て
も

見
飽
き
な
い
。
紫
や
紅
の
海
棠
の
花
を
愛
で
る
よ
う
に
、
私
の
気
持
ち
は

加
那
さ
ん
に
引
か
れ
る
。
遊
女
は
誰
も
が
同
じ
よ
う
に
穏
和
で
優
し
い

が
、
だ
れ
が
一
番
で
あ
ろ
う
か
。
加
那
さ
ん
こ
そ
が
、
見
目
麗
し
く
、
一

人
だ
け
海
棠
の
花
と
美
し
さ
を
競
っ
て
い
る
。

　

海
棠
：
ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
。
中
国
原
産
の
落
葉
小
高
木
。
花
は
四
、五
月

頃
に
咲
き
、
淡
紅
色
。
麗
色
：
美
し
い
色
。
一
様
：
同
様
。
差
の
無
い
こ

と
。
温
柔
：
穏
和
で
従
順
。
嫵
媚
：
姿
の
美
し
く
か
わ
い
ら
し
い
様
子
。
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邀
請
同
僚
梁
阮
陳
三
位　

同
僚
の
梁
・
阮
・
陳
の
三
位
に
邀
請
す

（
同
僚
の
梁
・
阮
・
陳
の
お
三
方
を
招
く
）

曾
失
名
花
錦
水
旁
、
曾か
つ

て
失
ふ　

名
花　

錦
水
の
旁
、

只
今
聊
采
夜
來
香
。
只
だ
今　

聊い
さ
さか
采
る　

夜
來
香
。

期
君
日
暮
風
涼
候
、
期
す　

君　

日
暮
風
涼
の
候
、

共
入
青
樓
縱
酒
狂
。
共
に
青
樓
に
入
り
て
酒
狂
を
縱
ほ
し
い
ま
まに
せ
ん
こ
と
を
。

　

以
前
、
こ
の
錦
水
の
ほ
と
り
の
遊
里
で
、
名
花
に
も
比
す
べ
き
素
晴
ら

し
い
妓
女
が
い
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
と
り
あ
え

ず
彼
女
に
代
わ
る
夜
來
香
の
花
の
よ
う
な
妓
女
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
夕

方
、
風
が
涼
し
く
な
る
頃
、
お
三
方
と
一
緒
に
遊
里
に
行
き
、
酒
を
存
分

に
飲
め
た
ら
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

夜
來
香
：
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
の
植
物
。
中
国
南
部
原
産
で
、
開
花
時
、

強
い
よ
い
香
り
を
放
つ
。

　
60　
　

邀
請
魏
先
生
啓
時
在
妓
家
（
魏
先
生
を
邀
請
す
る
啓　

時
に
妓
家

に
在
り
）

　

數
日
以
來
、
相
逢
相
値
、
且
銜
玉
盃
。
其
樂
趣
正
復
何
如
。
現
今
、
有

花
有
酒
、
只
恨
無
劉
伶
之
輩
也
。
敢
求
臺
下
、
火
速
携
帶
名
花
、
駕
臨
妓

園
。
曷
勝
懸
望
之
至
。
謹
啓
。

　

數
日
以
來
、
相
逢
ひ
相
値あ
た

り
て
、
且
つ
玉
盃
を
銜ふ
く

む
。
其
の
樂
趣
は
正

に
復
た
何い
か
ん如

せ
ん
。
現
今
、
花
有
り
酒
有
る
も
、
只
だ
恨
む
ら
く
は
劉
伶

の
輩
無
き
こ
と
を
。
敢
て
臺
下
に
求
む
、
火
速
に
名
花
を
携
帶
し
、
駕
し

て
妓
園
に
臨
ま
ん
こ
と
を
。
曷な
ん

ぞ
勝た

へ
ん
や
懸
望
の
至
り
に
。
謹
し
て
啓

す
。
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こ
こ
数
日
、
魏
先
生
に
お
会
い
し
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
の

楽
し
み
は
例
え
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
、
こ
ち
ら
の
妓
家
に
は
美
し

い
妓
女
と
酒
が
揃
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
西
晋
の
劉
伶
の
よ
う

な
こ
よ
な
く
酒
を
愛
す
る
人
物
を
欠
い
て
い
ま
す
。
あ
え
て
魏
先
生
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
早
急
に
美
し
い
婦
人
を
従
え
て
こ
ち
ら
に
お
い
で
い

た
だ
く
こ
と
を
。
懇
望
に
堪
え
ま
せ
ん
。
謹
み
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

劉
伶
：
三
国
魏
、
西
晋
の
文
人
。
竹
林
の
七
賢
の
一
人
。
酒
好
き
で
逸

話
は
多
い
。『
酒
徳
頌
』
を
著
し
た
。
火
速
：
急
い
で
。

61　
　

邀
請
孫
先
生
啓
時
在
妓
家
（
孫
先
生
を
邀
請
す
る
啓　

時
に
妓
家

に
在
り
）

　

從
獨
賞
遊
百
花
、
不
如
與
衆
至
酌
酒
兵
。
亦
然
。
今
生
獨
寓
錦
水
濱
。

懸
望
有
朋
友
來
。
伏
希
台
下
。
早
駕
扁
舟
。
按
臨
其
濱
。
一
共
詠
花
酌
酒
。

俾
生
解
茅
塞
之
悶
。
是
幸
甚
矣
。

　

獨
り
百
花
に
賞
遊
す
る
從よ

り
、
衆
と
與と
も

に
酒
兵
を
酌
む
に
如
か
ず
は
、

亦
た
然
り
。
今
生
獨ひ
と

り
錦
水
の
濱
に
寓
し
、
朋
友
の
來
た
る
有
る
を
懸
望

す
。
伏
し
て
台
下
に
希ね
が

ふ
、
早つ
と

に
扁へ
ん
し
う舟
に
駕
し
て
、
其
の
濱
に
按
臨
せ
ん

こ
と
を
。
一
た
び
共
に
花
を
詠
み
酒
を
酌
ま
ば
、
生
を
し
て
茅
塞
の
悶
を

解
か
し
め
ん
。
是
れ
幸
な
る
こ
と
甚
し
矣
。

　

一
人
で
美
人
を
楽
し
む
よ
り
、
多
く
の
人
と
一
緒
に
酒
を
酌
み
交
わ
す

方
が
良
い
と
い
う
の
も
事
実
で
す
。
今
私
は
ひ
と
り
遊
里
で
過
ご
し
て
お

り
、
友
人
の
来
て
く
れ
る
の
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。
伏
し
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
早
々
に
小
舟
に
乗
っ
て
、
私
の
い
る
遊
里
に
巡
視
に
お
出
で

に
な
ら
ん
こ
と
を
。
一
旦
、
一
緒
に
美
人
を
詩
に
し
て
酒
を
飲
め
ば
、
私

の
憂
い
の
気
持
ち
を
解
き
放
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
以
上
の
幸
福

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

酒
兵
：
酒
を
兵
に
例
え
た
も
の
。『
南
史
』
陳
暄
傳
に
基
づ
く
。
茅
塞
：

チ
ガ
ヤ
な
ど
で
塞
が
れ
る
こ
と
を
言
う
。
思
考
が
閉
塞
し
て
愚
昧
無
知
な

こ
と
。
謙
遜
の
辞
に
使
う
。『
孟
子
』
尽
心
・
下
に
基
づ
く
。

62　
　

邀
請
毛
先
生
啓
時
在
妓
家
（
毛
先
生
を
邀
請
す
る
啓　

時
に
妓
家

に
在
り
）

　

凡
歡
樂
之
事
。
莫
大
乎
色
酒
。
却
不
可
不
爲
之
節
。
其
術
豈
有
他
哉
。

然
不
得
不
邀
請
益
友
也
。
目
今
愚
弟
。
久
覊
青
樓
。
日
醉
紅
衣
。
月
酣
白

酒
。
而
不
知
晨
昏
相
換
。
歳
月
迭
行
。
恐
有
元
神
之
不
存
。
而
隔
幽
明
。

懷
憂
不
小
。
殊
望
先
生
。
火
速
登
樓
。
保
全
其
命
。
則
戴
再
造
之
德
。
爲

之
特
啓
。

　

凡
そ
歡
樂
の
事
は
之
れ
色
酒
よ
り
大
な
る
は
莫
き
も
、
却
っ
て
之
れ
が

節
を
爲
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
其
の
術
豈
に
他
有
ら
ん
や
、
然
ら
ば
益
友
を

邀
請
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
也
。
目
今
愚
弟
は
、
久
し
く
青
樓
に
覊つ

な

ぎ
、
日
に

紅
衣
に
醉
ひ
、
月
に
白
酒
を
酣た
の

し
み
、
而
し
て
晨
昏
の
相
換
り
、
歳
月
迭た
が

い
に
行
く
を
知
ら
ず
。
恐
ら
く
は
元
神
の
存
ぜ
ざ
る
有
り
て
、
而
し
て
幽

明
を
隔
て
、
憂
い
を
懷
ふ
こ
と
小
さ
か
ら
ず
。
殊
に
先
生
に
望
む
、
火
速

に
登
樓
せ
ん
こ
と
を
。
其
の
命
を
保
全
す
れ
ば
、
則
ち
再
造
の
德
を
戴
せ

ん
。
之
が
為
に
特
に
啓
す
。

　

そ
も
そ
も
、
人
生
の
歓
楽
は
女
性
と
酒
以
上
の
も
の
は
な
い
が
、
か
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え
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
節
制
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
節
制
の
方

法
は
こ
れ
以
外
に
な
い
の
で
、
有
益
な
友
人
を
招
待
し
な
い
わ
け
に
い
か

な
い
。
今
わ
た
く
し
は
、
遊
里
に
長
居
し
て
、
日
々
、
妓
女
に
酔
い
し
れ
、

一
ヶ
月
も
美
酒
を
楽
し
み
、
朝
晩
の
経
過
し
、
歳
月
の
過
ぎ
行
く
の
に
気

が
つ
か
な
い
で
い
る
。
お
そ
ら
く
は
霊
魂
を
消
耗
し
、
鬼
神
の
世
界
に
迷

い
込
み
、
憂
い
悲
し
む
こ
と
甚
だ
し
い
。
特
に
毛
先
生
に
は
お
願
い
す
る
、

ど
う
か
早
急
に
遊
里
に
お
い
で
に
な
ら
れ
ん
こ
と
を
。
我
が
命
を
お
助
け

く
だ
さ
れ
ば
、
命
を
再
び
与
え
る
よ
う
な
優
れ
た
道
徳
を
施
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
特
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
る
の
で
す
。

　

白
酒
：
美
酒
。
唐
・
李
白
・
南
陵
別
兒
童
入
京
「
呼
童
烹
雞
酌
白
酒
、

兒
女
嬉
笑
牽
人
衣
」。

　

本
稿
は
、
平
成
26

－

28
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究

（
Ｂ
））「
新
出
資
料
に
よ
る
琉
球
処
分
紀
琉
球
知
識
人
の
総
合
的
研
究

－

そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
着
目
し
て
」（
代
表
者
：
高
津
孝
）
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


